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広島県の
森林･林業を考える

｢広島県の森林･林業を

考える会」

広島県は，中国山地と瀬戸内沿岸・
島しょ部およびその間の台地・高原地
域から成っている。潜在植生は，北部
はブナ林に代表される冷温帯林，中南
部はシイ・カシ類に代表される暖温帯
林であるが，人為によりコナラやアベ
マキ等の落葉広葉樹林やアカマツ林な
どの二次林およびスギ・ヒノキ等人工
林が大半を占めている。
森林面積は61万6¥haで，その
92％に当だる56万7zFha(全国5
位)が民有林で，アカマツ天然林が18
万2¥ha(全国1位),スギ･ヒノキ
等の人工林が16万5¥ha,天然広葉
樹林が20万5¥ha,その他が1万5
¥haである。
この報告は，広島県農林水産部の若
手職員を中心とする『広島県の森林・
林業を考える会」（小合信也二農林水産
部次長,富田茂生二林業専門技術員,神
川勇人二主圧山崎裕美二主任技師，野
上光康二主任技師，仁井辰男二補佐兼係
長，行森章二主査兼係長，菅原蟇晴二
主任）で討議し，とりまとめられたも
のである。

＝

【
Ｉ

霞，

Z

坐
■

[広島県の森林・林業を考える会メンバー］
前列左より，行森，富田，山崎の各氏と
後列左より，野上，神川，菅原，小合，仁井の各氏。

●マツ林の保全と利用
（1）広島県のアカマツ林

本県にアカマツ林が広く分布する理由は，古来中国山地一帯で栄えたタタラ製

鉄や瀬戸内海沿岸の製塩の燃料としての激しい森林の収奪による地力低下により

マツ林の成林が促されたことに加え，火力の強い松材が重要視され，広く育成さ

れてきたためである。

特に，中南部のアカマツは，戦中戦後の乱伐により土砂の流出など林地荒廃を

招き，この復旧対策として荒廃地復旧事業等，治山事業の実施により植栽されて

きた。このアカマツ林は，瀬戸内海特有の白砂青松の景観を構成するとともに，

崩壊しやすいマサ土を緊縛し，災害を防ぐ県土保全の役割を果たしてきた。また，

北西部では「寺領マツ」として知られるように高級建築用材として高値で取り引

きされる材を生産してきた。

②－林業技術No.6871999.6
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（2）松くい虫被害について

本県では,昭和40年代終わりから急激に松くい虫被害が拡大し,現在,県内86

市町村のうち84市町村で被害がみられる。

松くい虫被害に対しては，公益的機能の高いマツ林や，マツタケ生産等林業経

営上重要なマツ林を「守るべき松林」として絞り込み，薬剤の空中散布，伐倒駆

除等の被害対策を重点的・総合的に実施し，蔓延防止を図っている。

また，被害跡地についても，山地災害の未然防止や景観保全のため，早期の森

林復旧を図ることとし，県内から選抜された「アカマツ宮島54号」をはじめ，西

日本各県から選抜された抵抗性クローンから成る「採種園」から得られた松くい

虫抵抗性種苗「広島スーパーマツ」の植栽を行っている。

このスーパーマツ苗木は，マツタケ生産者など林家からの要望も多く，採種園

の拡張造成，性転換を利用した種子大量生産技術開発による苗木の大鎧生産化に

取り組んでいる。

（3）マツタケの増産に向けて

マツタケ生産は，一時に比較して減少しているとはいえ，年間100～150tとい

う全国一の生産量を産出している。

現在，その増産に向けてマツタケ菌糸塊による大量種菌化と，殺菌剤混和によ

る雑菌に強い菌糸塊を開発しシロ形成試験を行っている。接種地数カ所で，アカ

マツ根系にマツタケ菌の菌根形成が確認されており，人工シロ形成の有望な手法

のひとつとして技術を確立し，早期に現地に普及していきたい。

●転換期を迎える森林。林産業
（1）間伐の推進

広島県においても，昭和20年代後半から拡大造林と優良林業地の育成に努め，

平成9年度末で約16万haの人工林を育成してきた。その大半は間伐を必要とす

る齢級であるが，労賃の高騰や木材価格の低迷による採算性の悪化から計画の6

割しか実施されていないのが実態である。

このため，太田川地域と備北地域において，水土保全森林緊急間伐事業を行う

とともに，間伐材の有効利用促進のため，市場までの搬出経費を助成する間伐材

利用促進事業を実施している。

さらに，間伐を進めるには，公共事業等の資材として間伐材等を活用すること

も重要であり，使用開発や間伐材出材の情報提供を行うシステムづくりに取り組

むこととしている。

（2）県営林・公社の経営課題

県営林は,現在6千haであるが，当面,伐採可能箇所の減少により歳入に多く

を見込めない一方，歳出は公営企業金融公庫への償還金等の義務的経費が多く，

資金繰りが苦しい状況となっている。

また，（財)広島県緑と水の森林公社は，現在分収林約1万5千haであるが自

林業技術No.6871999.6-③
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己収入がなく，造林補助金，農林漁業金融公庫および県からの借入金によって経

営されており，現行金利，材価等一定の前提条件下で試算すると最終的に327億

円の損失が見込まれている。

このため次の抜本的経営改善案の実施により経営健全化を図ることとしている。

森林整備の見直しとしては，①事業の継続区域と最小限施業区域に区分，②下

刈り，除伐回数の減等保育内容の見直し，③県営林の再造林の中止，森林公社の

新植の中止。

また，組織の見直しとして県営林は，本庁直轄方式とし現場業務を森林公社へ

委託し，森林公社は支所を統廃合し要員の縮小を行うとともに，農林漁業金融公

庫借入残高を低利の公庫資金へ借換えを行い，今後の施業は，より低利の資金を

借り入れて行う。

県としては，これらの森林の持つ公益的機能の重要性から，県営林については

一般会計からの繰出金，森林公社は県貸付金利息の軽減化により支援していくこ

ととしている。

（3）県産材利用の課題

昭和36年の木材価格急騰を契機に，外材輸入が増加し，昭和40年代前半には

県内需要量の過半を外材が賄うようになり,近年の外材比率は80％台で推移して

いる。

県内の製材業は，国産材専門工場が110あるが1工場当たり1千nfの入荷量で，

外材専門工場は54，1工場当たり36千㎡の入荷量である。これら外材専門の製材

業は沿岸部に集中し，大規模で技術水準も高く販路も安定しているが，米ツガ製

材に関しては集成材等の代替材との競争i渕上もあり，厳しい状況となっている。

世界的に森林保護気運の高まりつつある中，今後これらの外材専門工場にとっ

ては，原木確保が課題となってくる可能性がある。

写真①オープンラボラトリー方式による研究開発も始まっている（木材実験棟）

④－林業技術No.6871999.6

外材は品質，数量ともに揃い，

しかも国内材価格に比較し安価

である。しかし，県産材が同様

な条件を満たせば，産地から近

距離という優位性もあり，一部

外材に取って代わる可能性もあ

る。

県産材利用を進めるためには，

機械化や大規模伐採によって搬

出コストを最小限にし，川下に

対して安定的に供給していく体

制づくりが必要である。

そのためには，現在流域単位

に3カ所ある流域管理センター

において，流域全域の森林資源
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を把握するとともに，川上・川下両方に対し情報提供することで，需要と供給を

有機的に結びつける役割が担えるような体制作りが重要になってくる。

（4）産・官・学一体による技術開発

県立林業技術センターでは，森林・林業にかかわる様々な課題に的確に応え，

県民・関係業界のニーズに沿った試験研究を推進するため，次のような研究開発

を重点的に行っている。

①木材の有効利用による林業・木材産業の発展を支援するため，木材関連業界

等と一体となった県産材の新しい利用方法や高度な加工技術等の開発（平成

9年度より木材実駒東を新設し，オープンラボラトリ方式を取り入れ研究開

発に取り組んでいる。写真①参照)。

②中山間地域の産業振興支援のため，農林家から要望の強い「マイタケ」など

食用きのこ生産技術の研究開発。

③森林の公益的機能の高度発揮のため，低コスト間伐等の技術開発，松くい虫

抵抗性マツ育種・普及，および災害や病害虫等に強い健全な森林づくりのた

めの研究開発。

これらの成果は，林業専門技術員および林業改良指導員を通じ，林家および森

林組合等への普及定着に務めることとしている。

●カキを育む

山づくり
（'）水源の森造成の歴史

昭和50年代初め頃から，都市

への人口集中や産業経済の発展

等により，広島市や島しょ部に

水を供給している太田川流域の

森林に対し，水源としての期待

がますます高まってきている。

このため，流域関係35市町村

と県が一体となり，県･市町村・

工業用水を使用する企業からの

負担金を財源とする「広島県水
写真②漁業関係者による植樹。森林整備に広く源の森基金」が昭和57年に設立

となってきている

された。さらに，この水源の森基

金は，平成3年に区域の拡大を行い，福山市を中心とする県東部の芦田川・沼田

川流域23市町村においても事業実施することとなった。

（2）水源の森基金の活動状況

水源の森基金は，所有者が行う植栽および保育事業等造林補助事業に対する上

乗せ助成，市町村が行う森林造成・整備に対する助成，また分収造林・モデル水

森林整備に広く県民の理解を必要とする時代

林業技術No.6871999.6-⑨
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源林等の基金営の森林整備および水源林造成についての普及啓発を行っている。

県民等との連携の例として，民間企業と10年契約で「21世紀の森」を造成し，

同社の新入社員の研修植樹，社員と家族の体験植樹活動を毎年行っている。

また，これまで県内に源を発し，県内に注ぐ2水系で水源の森基金事業を行っ

てきたが，他県に注ぐ他の3水系においても上下流域が一体となった森林の整備

を行う必要がある。このため隣県への働きかけと，関係市町村住民への理解を深

め，協力を求めていく必要がある。

（3）県民参加の森づくり

ボランティア活動による森林造成の例として，カキ養殖業者による広葉樹の植

林活動がある。この活動は，漁業者や釣人等による植樹活動，小学校の授業で森

と海の関係を取り上げるなど大きな広がりを見せている（写真②参照)。

この「県民参加の森づくり」を進めるため，ボランティアの養成講座の開催や

技術的支援，県有林等フィールドの提供や関連情報の提供等，ソフト面で積極的

な支援に努めることとしている。

●おわりに

広島県の森林は，林業のみならず，レジャー空間としての利用や野生生物の保

護等，幅広い県民ニーズに応じた利用がされてきた。さらに，現在では地球環境

面から森林が注目されており，地球温暖化防止等，時代の要望に応じた新たな機

能の発揮も期待されている。

このため県内の民有林について，森林区分を行い，それぞれの機能に応じた森

林整備を推進することとしたところである。

①＜水源かん養型森林＞では県民による水源ツアー学習等の展開，②＜資源活

用型森林＞では農林水一体となった地域産業の活性化，③＜里山等維持型森林＞

では都市と山村との交流の場としての活用，④＜県土保全型森林＞ではハイテク

技術を利用したリモートセンシングによる森林の管理，⑤＜自然環境維持型森

林＞では全国に先駆けて導入したクマ保険に象徴される人と自然との共存，など

今後ともアイデアを生かし積極的な施策を講じていきたいと考えている。

〔完〕

⑥－林業技術No.6871999.6
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地球温暖化は今日の環境問題として最も重要視

されており，その防止のため森林･木材の果たす役

割への期待が大きくなっている。それらは持続可

能な森林経営による炭素の吸収・貯蔵効果への期

待とともに，木材の長期使用による炭素貯蔵効果

やエネルギー使用の大きい非木質材料を木材で代

替する省エネルギー効果，さらには木質バイオマ

スによる化石エネルギーの代替効果など長期的に

発揮される効果への期待と

いる。スウェーデンの例では国の全エネルギー消

費の約15%をバイオマスによっている(1997年，

国際統計基準)。またEUでも風力や太陽光，バイ

オマス利用など環境型エネルギーの利用を積極的

に進めているが，バイオマス利用がその中心とな

っている。

このようにバイオマス利用が定着してきている

国々では,国のエネルギー政策が明確であり,炭素

税や発電量の買い取りなど
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バイオマス(Biomass)と

は生態学用語で，一定面積

内の生物現存量のことであ

るが，現在では拡大されて

利用可能な生物資源を意味

している。木質バイオマス

には森林の林木をはじめ伐

出した木材，林地残材，加

工残廃材，建築廃材などが

広く含まれる。木質バイオ

の優遇措置が実行されてお

り，さらに環境意識の高い

市民社会と地方自治体とが

地域ごとに熱電供給システ

ムなどを確立し，特に民生

部門のエネルギーとしてバ

イオマスが利用されている。

今後は，わが国でも木質

バイオマスのエネルギー利

用は民生部門を中心に重要

没
趣
詑
韓
韓
和
汚
専
韓
嵜
冨
竃
極
尭
う
居
常
等
麗
詮
強
ち
琴
辱
再
悪
承
承
承
舜
営
孟
靴
城
舜
舜
猫
稗
韓
材
韓
轟
再
再
拝
将
再
喜
郵
麓
盈
蒋
榔
壁
師
麗
滉
蝿
照
軍
斑
訴
露
、
？
、
．
ゞ
町
無
．
詮
彊
砥
軒
‐
ゞ
蛾
娩
謹
粥
露
韓
＃
・
特
滝
的
‐
邸
・
●
．
典
出
紀
鯉
②
蟻
銀
器
・
砺
慧
．
、
Ｅ
、
零
Ｖ
舜
角
蟹
畢
露
呵
轄
露

買
圃
再
曲
垂
‐
１
１
脚
両
側
旬
８
‐
‐
ｌ
尋
壺
藍
司
Ｈ
１
垂
亜
羅
掛
、
」
悪
幡
軍
国
野
戦
沿
錘
峯
揮
硬
野
酔
犀
詩
切
呼
遼
露
沸
鋤
理
露
醒
溝
湖
心
鰍
盈
理
狩
羽
坤
齢
五
画
面
湧
垂

広く含まれる。木質バイオマスは持続的な森林経

営が行れていれば再生可能な資源であり，木材利

用などで排出される炭素を再び吸収･貯蔵し,大気

汚染物質の排出も少ないクリーンな資源といえる。

木質バイオマスのエネルギー利用は，北欧諸国

などですでに積極的に取り組んでおり，化石エネ

ルギーや原子力エネルギーの削減に効果を上げて

な課題となってこよう。当面間伐材や低質材,残廃

材の有効利用とも結びついて地域的利用の推進が

期待される。しかしバイオマスは資源量としては

広く薄く分布しており，種類も多く利用上問題も

多い。生産から収種，搬送，加工，変換利用まで多

段階にわたる利用技術システムの開発とそれを支

えるエネルギー政策の確立が最も望まれている。
MubuB
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＝L，咄晶

わが国に高性能林業機械作業システムの導入･普及が始まってからおよそ10年が経過し，今や全国
に1900台を超える高'|生能林業機械が導入されているといわれます｡このシステム,現在わが国林業に
どう定着しようとしているのでしょうか。10年というひとつのコーナー通過を潮に，行政や自治体ま
た事業体・メーカー・研究機関等でのさまざまな取り組みをご紹介し，そこにはどのような課題を抱
え，どのような対応がはかられているのかをみてみます。

… ， きたむらしようぞう

北村昌三

林業の機械開発｡普及の現状と関連施策

鯵はじめに

山奥の厳しい条件のもとで何トンもある大きな

木を切り倒し，丸太にして運び出す素材生産事業

をはじめとして，林業という産業は機械化なしに

は考えられません。チェンソー，集材架線，トラ

クタ，積込クレーン，グラップルローダ，運材ト

ラック，林内作業車，下刈機，枝打機械…･･，効

率よく安全に作業を行うために林業機械は必要不

可欠な要素です。

このため林業機械の開発・普及は，林道などの

路網整備とともに林業基盤整備施策として積極的

に推進されてきました。10年ほど前からは，従来

型の機械に加え，ハーベスタ，プロセッサ，フォ

ワーダ，スキッダ，フェラーパンチャ，タワーヤ

ーダなど人がキャビンに乗ったまま伐採，造材，

集材などの一連の作業を行える高性能林業機械の

導入が推進され，林業の生産性，安全性の向上に

大きく貢献しています。

これらの林業機械の開発・普及の現状と，行政

上の位置づけ，施策展開について，いわゆる川上

の素材生産，造林など森林経営に関わるものを中

心に，簡単に紹介します◎

鶴林業機械化の意義

林業労働は，厳しい自然条件の中での人力作業

である植付け，下刈り作業や，重量物を扱う危険

な重筋労働である伐採，集材等の作業が主体です。

急速に進みつつある林業労働力の減少，高齢化に

対応するとともに，林業の将来を担う若年労働力

の参入を期待するためには，機械化による労働環

⑬－林業技術No.6871999.6

林野庁研究普及課技術開発推進室
技術開発担当課長補佐

境の改善がぜひとも必要です。

また，木材価格が低迷する一方で労賃や資材な

ど林業生産コストが上昇し，森林所有者等の生産

活動の停滞が著しくなっています。このような情

勢のなかで，今後とも森林の多面的機能を発揮す

る「持続可能な森林経営」に対応した森林の整備

を行っていくためには，担い手である林業事業体

の労働生産性向上と作業コストの低減によって効

率的な事業実行を行い，国際競争力に耐えうる林

業生産活動を展開していかねばなりません。その

ためには，高性能林業機械等による効率的な林業

機械作業システムの開発・普及が必須条件です。

蟻林業機械化の歴史と現状

わが国の林業機械化は明治初期の製材工場に始

まり，昭和初期までは森林鉄道や集材機など主に

運材，集材の分野での機械化が進みました。昭和

30年代になって洞爺丸台風の風倒木処理を契機

に，チェンソー，トラクタが急速に導入され，昭

和40年代からは森林鉄道から林道中心に移行し

て，チェンソーによる伐木造材，トラクタ，集材

機による集材，トラック運材という従来型の機械

作業システムのスタイルができあがりました。

その後，チェンソーの振動障害問題への対応と

して，低振動・低騒音チェンソーの開発や小型運

材車，ラジコンキャレジ（自走式搬器）などの開

発導入が進められて，林業の作業環境の改善は着

実に進んできましたが，チェンソー，下刈り機な

ど手持ち機械中心の作業システムは変わらず，大

きな生産性の向上は望めませんでした。
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図①スウェーデンおよび日本の生産性，労働災害数の推移
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図②高性能林業機械保有台数の推移（平成10年度遠報値）

働生産性は約2．5倍，表①地域別高性能林業機械保有台数
（平成10年度速報値）

生産費は約2割減と
地域名保有台数％

大I偏に改善されてい北海道36919
ます（平成9年サン 東北33717

関東20811

中部プル調査)｡また，直23212
接作業が減少するこ 近畿885

中国1076
とにより，災害防止 四国1277

九州46724

にも役立っています。全国計1935100
しかし，導入され

た高性能林業機械の稼働率は，全国平均で約30％

(フェラーパンチャ）から約60%(プロセッサ，ハ

ーベスタ）で，必ずしも高くなく，その能力を-|‐

分に発揮しているとはいえません。わが国の森林

所有の形態や林地・施業の団地化。共同化の難し

さなどから年間を通じて作業量が確保できないこ

とがその大きな原因ですが，高性能林業機械シス

テムの前提となる路綱の整備が十分でないことや，

小規模な伐採や間伐で個々の作業量が小さいとき

などに機械の大きさや価格がネックとなっている

ことも理由のひとつです。また，オペレーターの

能力，故障などによるロスや，従来の作業システ

ムと組み合わせて使用している例も多いため，他

の林業機械との処理能力の差などシステム構成上

の問題などもあり，これらをどう解決していくか

が重要な課題です。

●林野庁の林業機械化推進関連施策

林業機械化促進の基本的な考え方や技術的な指

針については，「高性能林業機械化促進基本方針」

(平成3年，大臣告示）のなかで，事業捌莫.傾斜

昭和60年代に入り,欧米で開発導入が進んでい

た伐木・造材・集材用の大型高性能林業専用機械

作業システムによる驚異的な生産性（当時でわが

国の3－4倍）と労働安全性の向_上（図①）が紹

介され，昭和63年の産･官林業関係者による海外

視察団の派遣や製紙関連林業事業体等によるフェ

ラーパンチャやグラップルスキシダなどの輸入使

用を契機に，高性能林業機械の本格的導入が始ま

りました。

平成3年には農林水産大臣による「高性能林業

機械化促進基本方針」が公表され，高性能機械を

中心とした林業機械の開発・普及の積極的な施紫

展開が開始され，高性能林業機械の国産化が行わ

れるとともに，その導入は着実に進み始めました。

全国の導入台数は平成5年度以降，毎年200台以

上となり，10年度末で1,900台を超える見込みで

す(図②)。その一方でリモコンウインチ，ラジコ

ンキャレジ，枝打ち機械以外の在来型林業機械は

平成2年度をピークに減少の傾向にあります。

機種別には,作業道や土場で造材(枝払い，測尺，

玉切り）を行うプロセッサが約40％,ついで伐到・

造材が可能なハーベスタと林内集運材を行うフォ

ワーダがそれぞれ約20％,タワーヤーダが約15％

となっており，造材工程を効率化する機械の導入

が進んでいます。地域的には，比較的緩やかな地

形が多く高性能林業機械の使用に適した北海道地

域や台風被害の風倒処理を契機に導入が進んだ九

州地域の導入台数が多くなっています（表①)。

高性能林業機械作業システムの導入により，労
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表②高性能林業機械を中心とする林業機械化の推進施策体系

1林業機械の開発：（基礎研究）森林総合研究所における基礎的研究

（実用機開発)先端技術導入林業機械開発事業,育林用林業機械開発事業林業災害防止･多用途機械開発改良事業

2林業機棚の普及促進：高性能林業機棚モニタリング事業，システム定着化促進事業，安全指針マニュアル作成，展示実演会等

3オペレーターの養成：林業機械化センター，都道府県，林業労働力確保支援センター等による研修等

4林業機械導入促進

（1）高性能機械化促進：流域林業推進モデル事業(作業路の開設改良等),林業労働力確保支援センター機械整備推進事業(機械貸付)等

（2機械取得導入，路網作設改良等への助成

①補助：森林生産物生産施設整備事業(林業構造改善事業)，効率化施設整備事業(林業構造改善事業)，流域森林総合整備事業(造

林事業)，作業環境改善施設等整備事業(林業就労環境改善藝備事業)，林業機械作業システム整備事業(水土保全森林緊

急間伐対策事業)，流域素材生産体制整備促進対策事業，木材流通合理化設備リース促進事業等

②融資：林業改善資金（無利子)，農林漁業金融公庫資金

③税制：エネルギー需給構造改革推進投資促進税制,中小企業新技術体化投資促進税制&中小企業者の機械等特別償却,林業労働

力確保支援センターと共同による改善計画に従って経営及び雇用管理の改善を行う林業事業体の林業用機械等の割増償

却，林業経営改善計画に従って森林施業の受託の拡大を行う林業者の林業用機概等の割増償却

によるモデルタイプ別の高性能林業機械作業シス

テムの目標，高性能林業機械の開発指針，路網整

備や普及等についての高性能林業機械作業導入指

針が示され，これをガイドラインとして各種の行

政施策が展開されています。

林業機械の導入促進とその目標および導入計画

については，「森林法｣に基づいて5年ごとに策定

される｢全国森林計画｣，「地域森林計画」（各都道

府県158流域ごと),r市町村森林灌備計画」(市町

村ごと）のなかで，森林施業の合理化に関する事

項として示され，平成3年度から9年度までに策

定された「流域林業活性化基本方針」および「流

域林業活性化実施計画」（各都道府県158流域ご

と）のなかで，流域の特性に応じた高性能林業機

械作業システムの導入に関する事項および高性能

林業機械の年次別の導入計画が示されています。

また，平成8年に定められた「林業労働力の確

保の促進に関する法律」に基づく「林業労働力の

確保に関する基本方針」および「林業労働力の確

保に関する基本計画」（各都道府県ごと）のなか

で，事業の合理化の促進するための措置として高

性能林業機械化による生産性の向上，リースレン

タル体制の整備や補助等による導入，地域に適し

た作業システムの普及定着等についての事項が示

されるとともに,｢林業経営基盤の強化等の促進の

ための資金の融通に関する暫定措置法」に基づく

｢林業経営基盤の強化並びに木材の生産及び流通

の合理化に関する事項についての基本描想｣(各都
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道府県ごと）のなかで，林業経営の規模等の類型

ごとに，機械整備伐期および生産量等の目標が

示されています。

機械化に対応した路網等の基盤整備については，

｢高性能林業機械作業システムに適した林道網整

備指針」（平成4年，林野庁長官通達）のなかで，

高性能林業機械作業システムに対応した林道網整

備の考え方と，各作業システムタイプ別の林道密

度，路線形，車道幅員，作業ポイン1､についての

指針が示されています。

これらの目標計画技術的指針等に基づいて，

林業機械の研究，開発，導入，普及，定着に関す

る具体的施策が，補助事業，融資，税制措置など

の様々な手段で推進されています（表②)。

導入促進施策の例として，各都道府県の「林業

労働力確保支援センター」による高性能林業機械

レンタル･リース事業があります。平成10年度に

は全国10センターでプロセッサ56台，タワーヤ

ーダ41台など計129台の高性能林業機械貸付業

務を行っており，京都，島根などでも業務開始が

予定されています。基盤整備事業造林補助事業，

間伐対策補助事業等においても高性能林業機械を

前提とした作業路網の整備，機械の導入が着実に

推進されており，また，高性能林業機械オペレー

ターの育成研修，安全作業マニュアルの作成，普

及定着のためのモニタリング事業なども積極的に

進められています。

●林業機械技術開発



表③主な開発対象高性能林業機械，在来型改良機械等（下線は開発が終了したもの）

伐出用機械 育林用機械等 在来型改良機械等

高性能林業機械6機種国産化 乗用連接型ベースマシン 小規模作業道用小型プロセッサ

乗用4輪4脚式ベースマシン

乗用小型ハイバワーペースマシン

2段式ロングアーム伐倒機

多間接式自在腕型伐倒機

小型リモコン式伐倒機等

リモコン小型ベースマシン（下刈）グラッブルソー

リモコン急傾斜地対応ベースマシン

ボット苗植付機

グラッブル付きバケット

スウィングヤーダ

自走式枝打ち機トレーラー追従輔ステアリング機構

高性能林業機械シミュレータ等セラミックコーティング炭化装置等

林業機械は，その市場規模が農業機械の約1％，

建設機械の約0.5%ときわめて小さいうえに，特

殊で高度な技術を必要とするため，開発リスクが

大きく，機械メーカーの自主的な参入が大変難し

い分野です。このため，特に高性能林業機械を中

心とした技術開発・実用化・普及は，産・学・宮

の協力体制による開発体制のもとで行政施策的に

推進されています。現在，実用機械の開発は，林

業機械化協会が母胎としての役割を担い，開発機

種ごとにノウハウを持つ機械メーカーの参画を得

て行われています。また，的確で効率的な開発を

行うため，森林総合研究所，機械メーカー，ユー

ザー，学識経験者等で椛成する機械開発委員会を

設置して開発機種，繊造の決定，開発進行管理を

行っています。

林業機械の開発は「高性能林業機械化促進基本

方針」に示された「高性能林業機械開発指針」に

そって行われています。伐出機械については，ま

ず第1段階として，欧米で発達した高性能林業機

械6機種をベースとした改良開発国産化が行わ

れ，これらはすでに製品として全国の現場に導

入・普及しています.育林機械は下刈り，植付け

等の作業を行うベースマシンとして高い不整地走

行性能，操作性能をもつ基本車両技術の開発が行

われました。現在は伐出用，育林用ともに第2段

階として，傾斜や作業方法，作業種別に機械に必

要とされる機能をタイプ分けし，今後の林業機械

化にあたり早急に開発が必要とされるものとして，

先端技術を利用した傾斜地対応等の高度化や，間

伐や小規模な事業にも適応できる高能率で小型軽

量な作業機械，環境低負荷型の機械等を中心に開

発が進められています（表③)。

また，在来型の機械についても最新の技術を取

り入れ，生産性，安全性を高める改良開発事業が

行われており，開発された機種は現場において大

きな効果を発揮しています。

●今後の林業機械開発と普及

林業生産の現場は地形，対象林分，作業の内容

等によって大きく条件が異なり，高い生産性と安

全性を確保するには，従来型林業機械との柔軟な

組み合わせによる効果的な事例などこれまでの高

性能林業機械等の導入，利用の実態等を踏まえ，

今後の持続的な森林経営の展開に対応し多様化す

る森林施業およびコスト等を考慮しつつ，地域に

最適化した林業機械作業システムを構築，普及し

ていくことが重要です。

機械開発においてはさらに，自動制御，小型軽

簸化，低価格化，育林用機械の開発，間伐等林内

作業への対応，林地への影響の低減など環境負荷

への対応等の視点から，現場においてさらに利用

しやすく効果の上がる林業機械の開発・改良を進

めていくことが望まれています。また，的確かつ

持続的な森林経営を進めていくためには，林業機

械作業システムの前提である路網等の基盤整備お

よび林地・施業の団地化・共同化による事業量の

確保が必要不可欠ですが，その基礎となる森林調

査・測量，施業計画作成等のための補助機械や情

報処理システム等の開発が期待されているところ

です。

今後さらに高性能林業機械作業システムを全国

的に普及定着し，林業の活性化につなげていくた

めには，特に後進地域の事業体に対し高性能林業

機械作業システムの浸透を図るための現場実演，

講習会等を積極的に行っていくことや，全体的な

森材施業経営を考慮したうえで，現場において最

適な林業機械作業のプランを立て実行できる林業

技能者の養成およびその資格，身分保証の制度な

どの整備が望まれます。
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北海道における

林業機械化への取り組み

きたがわたてお

北川建雄

北海道立林業試験場総括林業専門技術員
（前北海道水産林務部林業振興課勤務）

「国産材時代をひらくたくましい林業｣を実現す

るための一助として，林業の機械化が積極的に推

進されてきました。

本道においても林業の各部門にさまざまな機械

が使用されておりますが，特徴的なことは素材生

産部門において，全国に先駆け高性能林業機械が

導入され稼働していることです。

一方，伐採から更新まで林業全体の機械化とい

う面から見ると｢林業の機械化はこれからが本番」

であるといっても過言ではなく，それに伴い,森林

の施業方法も逐次変化していくものと思われます。

鞠機械化の現状

本道における林業の機械化は,||召和60年代当初

から素材生産の部門において，国際競争力に対処

しコスト低減を進めるための手段として，従来か

らのチェーンソーとトラクタによる作業システム

の見直しを行いました。その結果，高性能林業機

械が，それも民有林主導で導入されたことが特筆

されます。

本道に高性能林業機械が本格的に導入されてか

ら十数年経過しましたが,平成10年度末の導入台

数は369台です｡毎年30～40台前後の導入台数が

あることも特徴的です。

導入台数の多い機種は，プロセッサ173台，ハ

ーベスタ107台で,この2機種だけで全体の76%

を占めています。このことは，素材生産の作業工

程の中で枝払い作業がいちばんつらく，これを一

気に解消できることが大きな理由と思います。

高性能林業機械は，当初，コストの低減を第一

目標に導入されたものですが，一定の効果は上が

ったものの，まだ難しい面も残っています。一方，

労働強度の軽減，安全性の向上，林業労働力の確
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保，若年労働者の参入という面からは相当の効果

が上がっていると見ています。

●機械化の必要性

(1)生産コストの低減

本道の森林が,人工林,天然林ともに21世紀に

向けた木材資源として重要な位置にある中，安定

的な木材供給体制を維持していくためにも，高性

能林業機械を中心とした生産性の向上によるコス

ト低減を図り，国際競争力に耐え得るものにして

いかなければなりません。

目標として，素材生産の事業費をパルプ材価格

以下の価格体系に持っていけるように努力し，対

策を講じていく必要があると思います。

素材販売価格が林業生産者の生活を支えられる

体系になるように努力する一方，事業費のコスト

低減を図ることが利潤追求につながり，そのこと

が将来的にも山づくりへの意欲を継続してもらえ

るものと確信しています。

(2)作業システムの変化

素材生産作業においては，高性能林業機械を含

めた各種林業機械をどのような作業システムの中

でいかに使うかがポイントです。

本道における代表的な作業システムの変遷を人

工林タイプを例に見ますと，図①のように変化し

てきておりますが，最近はこの作業システムをア

レンジしたタイプもあります（図②参照)。

作業システムもこのように種々工夫してきてい

ますが，生産性の向上という点から見ると作業功

程の低い個所に制約を受けることになり，全体の

功程は下力苛ります。作業全体を作業功程の高い所

のレベルに合わせる必要があり，問題点の洗い出

しと対策の検討が必要です。
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従来型

伐倒・枝払い集材玉切り巻立て
伐倒木寄せ集材枝払い・玉切り巻立て

〆

チエーシソーグラッブルトラクタプロセッサグラップル

※オペレータ5名に機械5台。主・間伐に対応

へ
〆

ヘ
ー

、

〆

チエーンソートラクタチエーンソーログローダ

準高性能機械型（従来型の作業工程のどこかに高性能

林業機械を用いだもの）

伐倒集材枝払い・玉切り巻立て

伐倒集材枝払い玉切り巻立て
〆

チェーンソートラクタプロセッサチエーンソーグラップル

※採材仕様が多く歩留まり向上のため玉切りはチェーン

ソー。オペレータ3名(全員どの工程にも対応)に機棚

5台

ﾁｴー ﾝｿﾆﾄﾗｸﾀ゙ ﾌ゙ ﾛｾｯｻｸ゙ ﾗｯブﾙ
ﾀﾞ

高性能機械型（高性能林業機械のみで組み合わせたもの）

伐倒・枝払い・玉切り集材・巻立て
伐倒・枝払い・玉切り集材積卸し・巻立てヲ

ハーベスタ フオワーダ
ハーベスタフオワーダ

※オペレータ2名に機械3台

グラッブル

(3)北海道独自の取り組み

道では，高性能林業機械の導入やオペレータの

養成等に関して，国の事業のほかに次のような事

業を実施しています。

高性能林業機械賊入には，

①北海道林業体力アップ事業：林業・木材産業活

性化のための支援

担い手育成・確保には，

②林業機械作業担い手確保事業：高性能林業機械

の稼働現場の研修（林業科のある高校生）と各

種林業機械等を使用する森林施業の基本学習や

小型車両系建設機械等の特別教育の実施（新規

参入者および就労希望の18歳以上の男女）

③新作業システムオペレータ活用事業：国の事業

で育成されたオペレータを指導者として活用し，

地域に即した機械化の指導

●今後への取り組み

21世紀を展望して，本道における素材の労働生

産性を従来の5～6nf/人・日から，いかにして

10m@/人・日程度まで引き上げるかを目標にして

います。目標実現のため，次のような考えで取り

組む必要があると思います。

(1)事業量の確保

機械化に対応した事業量の集中化，流域単位の

伐採・造林などの情報収集と調整を行う体制の整

備が必要です。

(2)オペレータの養成

生産性や安全性はオペレータの操作技術によっ

て大きく影響されます。オペレータの養成は不可

欠であり，オペレータ自身も各種施業方法への対

応，操作技術の向上から収支計算まで，原価意識

を持って作業するべく研修体制の充実が必要です。

(3)路網の整備

林業機械がスムーズで安全かつ効率的に稼働す

るためには路綱の整備が重要な課題です。計画的

に椛進し蕊術する必要があります。

(4)機械化を前提にした森林施業

林業におけるトータルコストの低減を進めるた

めにも，機械化の推進は必要です。現在行われて

いる造林・保育の施業方法は機械化作業を前提と

したものにはなっておらず，今後の機械化を推進

するうえで1つのネックになっていますcこのた

め，林業機械が林内で作業することを前提とした

場合の施業方法を示すことが重要になります。

(5)各種機械の活用

本道にはタワーヤーダは1台しか導入されてい

ませんが，高性能林業機械にのみとらわれず，素

材生産作業においても小型の林業機械をはじめチ

ェーンソー，馬，農用トラクタやバギー車の活用

など状況に応じて使い分ける必要があります。そ

のことが結局は生産性の向上につながります。

＊＊＊

林業の機械化は，今後とも産・学・官が一体と

なって推進していかなければならないと思います。

写真レジャー懲覚で間伐作業（バギー車の活用）
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大濱充

宮崎県における

林業機械化への取り組み

宮崎県東臼杵農林振興局森林土木課林道第2係長
（前宮崎県林業総合センター普及指導室勤務）

林務行政の重要課題となっています。

●高性能林業機械の導入状況

本県の高性能林業機械の導入は，表①のとおり平成

元年から始まっており，平成9年度末現在で，グラッ

プルソーまで入れると170台となっています。プロセ

ッサ・ハーベスタ合わせて115台が導入されています

が，本県のハーベスタは，急峻な森林が多いこ'とから

伐倒作業から造材・集積までの一連の作業での使われ

方は限られており，プロセッサ同様，造材機として主

に使用されています。タワーヤーダは15台と，プロセ

ッサ・ハーベスタに比べてかなり少なく，作業システ

ムとしてまだ定着しておらず，現時点では，従来の集

材機による集材とプロセッサ・ハーベスタによる造材

部の機械化が主体であることがうかがえます。

所有形態別(表②)に見ると,会社所有が64台で全体

の38％,個人所有が28台16％を占め，導入事業別区

分(表③)では自己資金で購入した割合が36％ですが，

平成5年度末では総導入台数92台のうち会社所有が

54台59％,個人所有が17台18％,自己資金購入割合

は実に58％となっています。このことから，高性能林

業機械が数千万円と高価であり，少量生産の個人では

なかなか導入が困難なため，資金と事業量が確保でき

る会社や大口の素材生産業者から導入が始まったこと

がうかがえます。

九州一円における高性能林業機械の導入時期につい

ては，平成3年，5年に九州に甚大な被害をもたらし

た台風による風倒木処理が契機となっていますが，本

県の場合は，それ以前に導入が図られていました。す

なわち就業者の高齢化・減少の中で生産性の向上，労

働災害防止ならびに作業条件の改善等を図るために会

社等で導入が始まっていたことは，本県の高性能林業

機械導入の大きな特徴ではないかと思われます。

表③導入事業別区分単位；台，（％）

●はじめに

宮崎県の森林資源は，平成8年度末現在で総面穣

589千ha,総蓄積110,837千㎡，そのうち人工林が252

千ha,蓄積59,978千nfとなっています。これらの人工

林は，昭和30年代から40年代の拡大造林期に植林さ

れたものが多く，ヘクタール当たりの蓄積は23711fと

なっています。

また，本県の素材生産量は，人工林資源の充実を背

景に平成9年には1,300千㎡，なかでもスギの素材生

産量は平成8年から1,000千㎡を超え，全国でも有数

の国産材供給県となっています。しかし，林業・山村

を取り巻く情勢は，過疎化・衞齢化が進み，その基幹

作目である木材やしいたけ等のilli格低迷が依然として

続くなど厳しいものがあり，林業に対する生産意欲の

減退により，森林の適正な管理が十分に行われていな

い森林や人工林伐採跡地がそのまま放悩された森林な

どが一部見受けられます。

このような中で，森林の流域符理システムを推進し，

高性能林業機械の導入と新たな作業システムの確立・

定着化により，労働生産性の向上，労働災害の防｣上，

労働強度の軽減，労働条件の改善等を図り，若者にと

って魅力ある職場・山村地域をつくっていくことが，

表①年度別高性能林業機械導入状況(累計）単位：年度，台
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単位：台表②所有形態別導入状況
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区分

平.9年度

平.5年度

縄

(45)76

(23)21

】事業 制度塾資

(17)29

(1①15

リース

(2)3

(3)3

自己資金

(36)62

(58)53

合計

(100)170

(100）92



表④稼働実績 単位：日，％，万円
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最近の導入の特徴は，会社や個人での新たな導入は

少なくなり，林業構造改善事業などの補助事業や林業

担い手対策基金事業，制度融資等を活用して，県，森

林組合，素材生産事業協同組合等に多く導入されてい

ます。

③高性能林業機械の稼働状況

高性能林業機械の稼働状況を見ると，表④のとおり

で，県平均で年間就労日数257日，稼働日数159日，

稼働率62％，メンテナンス経費55万円となっており，

平成5年度に比べて年間就労日数，稼働日数，稼働率

等はほとんど変わりませんが，メンテナンス経費につ

いては機械が古くなったぶん，若干増加しています。

機種別に見ると，土場で使用されるプロセッサ，ハ

ーベスタ,グラップルソーでは64～66％とかなり商い

稼働率であるのに対し，林内で使用されるフェラーパ

ンチャ，スキッダについては5～21％とかなり低いこ

とから，本県にはなじみにくい機械であることがうか

がえます。

●宮崎県における林業機械化への取り組み

宮崎県では，平成5年度から林業担い手対策基金事

業に取り組み，（社)宮崎県林業労働機械化センターを

設立して，高性能林業機械化の推進に努めており，平

成9年度末現在において,表⑤のとおりプロセッサ25

台，ハーベスタ3台，タワーヤーダ5台，フォワーダ

4台,計37台を整備し,機械化センター所有のプロセ

ッサ2台を含めて合計39台の高性能林業機械を,森林

組合や素材生産事業協同組合等の事業体に低料金で貸

し出しています。

宮崎県林業総合センターでは，平成3年から高性能

林業機械オペレーター誕成研修を実施して，育成確保

に努めており，10年度末までに126名が修了し，現場

で活躍しています。また，メンテナンス技術まで含め

た高度な先導的指導者を養成するために，オペレータ

ー研修修了者の中から数名を対象に，国内外のメーカ

ーへの派遣研修を実施しています。さらに，平成7年

度から高性能林業機械の普及定着と作業のシステム確

立を目指して，架線系の高性能林業機械の稼働状況，

作業規模・功程調査，林床影響調査等伐出作業の改善

に関する調査研究に取り組んでいます。

轡おわりに

高性能林業機械化を推進していくために，

①座談会や展示会・実演会などあらゆる機会を通し

て林業関係者に実用化・導入事例等の情報提供

②森林組合の広域合併や就労条件の改善等による林

業事業体の組織強化

③団地共同森林施業計画の充実と森林施業の委託等

による事業量の確保

④高性能林業機械導入を考慮した林道・作業道・作

業ポイント等の整備促進

⑤操作技術だけでなく，採材技術，メンテナンス技

術さらには現場の作業計画立案など高度な技術を

有するオペレーターの鍵成

⑥自然条件，作業条件さらには生産のみを追求した

無理な伐出路の開設や枝条等の堆積等山地災害の

原因となりうる施業を避けるなど林地保全に考慮

した作業システムの確立

など,多くの課題に今後とも積極的に取り組み,林業・

山村の活性化を図っていかなければなりません。

表⑤高性能林業機械整備実績 単位；台

区分5年度'6年度'7年度'8年度9年度'10隼度10年度末累計
I

プロセッサ

ハーペスタ

フォワーダ

タワーヤーダ

１
１
(2)6

1

9

1

7 4 ７
３
４
５

２

１
２

3

1 2

271119713 39計

注)平成6年度の（）書は(社)宮崎県林業労働機械化センター所有で内数
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霞麺譲撚燕溌鰯様業繊赫業機械鍵蕊
かわべとしまさ

川邉敏正

富山県における｢高性能林業機械化

チーム｣の稼働システムについて
、

富山県農林水産部林政課技師

に構築するには，オペレータの養成を行うことが

急務との考えから，平成7年4月，（社)富山県森

林公社に認定職業能力開発校「富山県林業カレッ

ジ」を開校しました。本校では，毎年森林組合か

ら若い研修生5人の派遣を受け，高性能林業機械

操作に係る2年間の職業訓練を実施しています

(表②参照)。

(3)高性能林業機械の導入

高性能林業機械は，1事業体が所持するには高

価であり，使用頻度が少ないなどの理由から，平

成8年度より「林業労働力確保支援センター」

((社)富山県森林公社を指定)において共同利用機

械として整備しています。

これらの機械は平成9年度より貸付を行ってお

り，実際の貸付業務は県森連を「機械化センタ

ー｣，県内の広域組合付近に設置する駐機場を｢機

械化センター支所」と位置付け，県森連が受託し

て行っています（図①)。

また，県内における高性能林業機械の利用促進

を図るため，機械の購入に係る費用は国庫補助金

の残金をすべて県が負担し，安価な機械貸付料の

●はじめに

富山県では，平成7年度に開校した認定職業能

力開発校「富山県林業カレッジ」における2年間

の職業訓練を修了した第1～3期生15名が，『高

性能林業機械化チーム』として県内の人工造林地

における素材生産業務に従事しています｡現在『高

性能林業機械化チーム』は，県内の森林組合から

県森林組合連合会への出向体制を取っており，

(社)富山県森林公社が所有する貸付用商性能林業

機械を使用し，業務を行っています。

今回は，この機械化チームの稼働システムにつ

いて紹介したいと思います。

侭『高性能林業機械化チーム』の稼働システム

(1)高性能林業機械による素材生産システムの研究

富山県では平成5年度に，本県にふさわしい高

性能機械使用による素材生産のシステムの研究を

行い，報告書を作成しました。

本報告によれば，本県では傾斜地が多く，タワ

ーヤーダの使用が中心のシステムとなっています。

また林道幅員が狭く，造材等を行える適当な広さ

の土場が少ないことから，旋回半径の小さいスキ

ッダを併用して集材を行うこと

としています。また造材はプロ
表①富山県における高能率素材生産システム

としています。また造材はプロ

セッサ等により行い，これら3

台の機械で伐出の1サイクルを

行うこととしています。また，

これら3台の機械を最も効率的

に稼働させるためには，5人1

チームでの稼働が必要であると

しています（表①参照)。

(2)オペレータの養成

この素材生産システムを早期

区分 伐倒 集材 造材 必要人員

”
一
、
↓一

奉

ワ
ー
タ
ー

プロセッサ等造材機械

ハーペスタ

5人
一ニユニ■■■■‐

3人

A傾斜地型
中一■｡‐一毎e‐.■年÷ひ一一一一句

B.緩斜地型

チェーンソー
今参一一寺一口■‐今一一●一一

ハーベスタ

表②「富山県林業カレッジ」の職業訓練概要
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主な科目

訓練期間

訓練生の定員

設備概要

林業機械，林業経営，伐採集材森林土木等

2年間（3,248時間）

単年度5名（計10名）

高性能機械等5台ほか所有
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図①高性能林業機械管理および貸付方式

設定を可能にしています。

一方，これらの機械を運転するオペレータに

ついては，林業カレッジの卒業者5人1チーム

が『高性能林業機械チーム』として県森林組合

連合会に出向して行っており，機械・オペレー

タのセットによる貸付を可能としています（図

①)。

さらに，機械の導入は機械化チームの養成と

並行して行っており，オペレータ5人ごとに3

台1セットの機械（タワーヤーダ，スキッダ，

造材機械）を各年度に順次導入し，年間を通じ

た確実な貸付日数が確保されるよう配慮していま

す。

機械の計画導入台数は，当面機械化チームの養

成を5チームとしていることから，これに対応し

た機械導入台数15台と,チーム間で共同利用する

機械3台を合わせ，計18台としています。

(4)オペレータの出向体制

機械化チーム員は，林業カレッジを卒業後，各

所属森林組合には戻らずに，各組合で5人1チー

ムがそろうまでの間，県森林組合連合会に出向体

制を取ることとしています（図②)。

出向に当たっては，県森連と出向元組合との間

にて出向協定を締結しています。チーム員の給与

は出向元組合が支給し，県森連はオペレータの派

浬臼

⑤
派
遣
料

÷

森連

図②県森連出向体制

遣料金から必要な経費を差し引いて，年度末，各

組合に出向を受けた負担金を返還する仕組みとな

っています。

このような出向体制を取る理由は次のとおりで

す。

①所属森林組合が異なるため，各森林組合に戻っ

て業務を行っていたのではチーム編成としての

機能が発揮できないこと。

②各チーム員が各森林組合に所属したままで機械

化チーム員の業務を行うと，各組合間で労働力

のやりとりが必要となり，職業安定法に抵触す

ること。

(5)貸付用機械のメンテナンス

以上のような方法で，森林組合連合会に機械と

林業技術No.6871999.6-⑰



オペレータを集中させることによ

り，スムーズな機械の貸付が図ら

れ，県内における高性能林業機械

の利用が促進されていくものと考

えています。

一方，高性能林業機械の貸付を

公益法人等で実施する場合，いち

ばんの問題となるのが機械のメン

テナンス方法およびその費用負担

であると考えられます。

そこで本県では，機械の製造メ

ーカーに対し「故障修理保険付メ

ーカー定期整備委託」を行ってい

ます（5年契約，委託費は毎年一

定額分割払)｡これは機械製造メー

▲写真タワーヤーダ等を使った集材現場

表③生産目標および生産性の向上による経費削減目標

年素材生産量目標

労働生産性向上の目標

牛産繰費削減の目標

(伐採～素材販売まで）

4,000m3

従来方式

従来方式

(150日稼働）

2.3m3/人･日→目標53m$/人･日

約15,000円/m3→目標約10,000/m3

カーの技術者が定期的な機械点検を行うことによ

り故障頻度を少なくし，万一故障が発生した場合

でも，メーカーが加入する保険により修理の対応

を行うものです。従来から建設機械で行われてい

る方法ですが，高性能林業機械を対象とするのは

初めての試みで，メリットとして次の事項が考え

られます。

①公益法人が機械の貸付を行うことから，借受側

に日ごろの機械メンテナンス意識が薄くなるこ

とが懸念される。そこで，メーカーによる定期

的な点検を実施することにより機械の寿命を延

ばし，かつ貸付側の業務の簡略化を図るもの。

②メーカーの技術者が定期点検を行うため，一般

に機械の使用者が自ら加入する任意保険より割

安に加入できる（技術者による定期的な点検は，

修理費を結果的に抑えることが実証されている。

特に林業機械はヘッド部分の精密性から，修理

費率が他の建設機械より高く，本事項が顕著に

現れると予想)。

③機械の修理に要する費用を，ほぼ一定とするこ

とが可能である（徴収する機械貸付料は一定の

ため，貸付側としては機械管理に係る費用も一

定としておきたい)。

④借受側から見れば，事業の利益に直結する生産

財であり，故障等による休車期間は大きな損害

⑬－林業技術No.6871999.6

となることから，メーカー責任による修理対応

とすることにより，迅速な対応が可能となる。

●生産性向上の目標

本県では以上のシステムにより,『高性能林業機

械化チーム』による当面の生産目標および生産性

の向上による経費削減の目標を表③のとおり設定

しています。

●『高性能林業機械化チーム』の稼働実績と

今後

『高性能林業機械化チーム』は，平成9年4月に

結成されて以来，県内一円における素材生産業務

を行い，2年間で計21カ所，面積約50ha,材積

約8,000m3の実績を残すとともに，その取り組み

姿勢や，業務の正確さ・迅速さについては関係者

から高い評価を得ているところです。

一方，県内で年間を通じ高性能林業機械が使用

された初めての例でもあり，解決の必要な課題も

あり，今後関係者の意見等を踏まえながら解決し

ていきたいと考えています。

平成11年4月からは,第3期生のメンバー5人

を加え，現在15人での業務が展開されています。

今後もこの『高性能林業機械化チーム』の活動に

より，県産材の生産・利用が図られ，県内林業の

発展につながっていくことが期待されています。
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高性能林業機械等の開発

㈱コマツ開発本部商品企画幸*日当部長

当社が海外から高性能林業機械の輸入販売を始

めましたのが1988年でしたが,今振り返ってみま

すと，この年が日本の林業の機械化元年といえる

ようです。以来高性能林業機械は着実に普及し，

今では2000台近くが稼動している状況に進んで

まいりました。

当社の高性能林業機械への取り組みは，当初海

外メーカーと提携し欧米の先進的機械を日本市場

へ導入することから始めたわけですが，実際のと

ころは先駆的なお客様のご指導の下に，まあいっ

てみれば「お手伝い」をさせていただいたという

ところでした。欧米の機械化システムは確かに生

産性が高いシステムですが，やはり日本の林業の

実情から考えてシステムそのままを輸入すること

には無理がありました。例えば導入初期には期待

されたフェラバンチャや大型のスキッダは伸び悩

み，プロッセサやハーベスタが大きく伸びました。

導入以来の約10年間に日本独自の林業機械が開

発され始め，ようやく日本の林業の機械化が始ま

ったといえると思います。

当社製品の中ではショベル型タワーヤーダやロ

ググラップルがその代表例です。ロググラップル

は海外でも使われてはいますが，当社製品の形式

は日本独自のもので，油圧ショベルの運転操作に

慣れたオペレータが使いやすい形式のものが多く

使われているのが特長です(PC120,写真参

照)。現在までは当社は基本的に既存の建設機械

(その多くは油圧ショベル)をべースにした林業機

械を開発してまいりました。油圧ショベルは林業

用のアタッチメントが取り付けやすく，またいわ

ゆるパワーユニットとして大最生産されているた

めに，比較的価格が安く提供できるというメリッ

トがあったからです。

＊＊＊

「今後の林業機械がどう発展していくのか，そ

れに対してメーカーとしてどういう機械を開発し

ていけばよいのか」は興味深いテーマですが，そ

の答えは容易ではありません。今までの弊社の開

発は油圧ショベルをベースに林業用に改良するこ

とと林業用のアタッチメントを開発することが主

な開発でした。しかしながら油圧ショベルは傾斜

地での作業となりますとやはり限界はあります。

日本の林業の特殊性の一つであります急傾斜地

の機械化につきましては，現在のところはまだ研

究段階で商品化には至っておりません。急傾斜地

で作業できる専用機の必要性が望まれる一方で，

技術的な難しさと，さらに「適性な価格」でとい
こた

う条件をも考えますと，その要求にお応えできる

商品開発はそう簡単ではないというのが本音です。

一方「林業機械の市場見通し」という点から見

ますと，確かに現在までのところは林業機械の全

国の稼動台数は増加しています。日本の素材生産

が欧米並みにまで機械化されるとすれば単純計算

では今後も林業機械が増加することにはなるので

すが,実態としてはそう単純ではありません。「機

械化が進む」ということは「機械化」によって造

材システム全体が合理化され，それによって大'隔

な経済的メリットが出るということなのでしょう

が，現状はもちろん機械化されて造材コス1,は下

がってきてはいますが，いまだ欧米に比べて単位

時間当たりの生産量は劣っているのが現状です。

日本の高性能林業機械の保有台数は，1700台(平

成9年)となりましたが，現在では約60%がハー

ベスタ，プロセッサなどの枝払いと玉切り用の機

林業技術No.6871999.6-⑲



ぐPC120

ショベル型タワーヤーダ仕様

（グラップル付）

人間がいないことにあります。もっ

と端的に申し上げれば，林業そのも

のに従事した経験がないということ

です。また試作品の実用性をテスト

できる実験地も自社には残念ながら

ありません。そういうハンデはあり

ましたが，今まではお客様のご意見

をうかがいながら（ときには共同開

発のような形で）努力を重ねて機械

の改良を進めてまいりました。

しかしながらシステムそのものと

なりますと，そういった日々の努力

とは全く異なる次元の問題だろうと

経済的な造材システムを提供できるか

方では，日本の林業の条件をどこまで

‘
輯
ｆ
ｆ
ｆ

Ｊ

諄

械となっています。肝心の林内作業が相変わらず

の人手作業で行われていることが今の日本の林業

の機械化の実態で，そこの部分が機械化されない

かぎりは，やはり「機械化の大幅な経済的メリッ

ト」が出ない状態が続くと考えられます。

海外の機械化の変遷を振り返ってみますと，真

っ先に運搬手段が機械化され，その最適な運搬手

段に合わせて伐倒，造材が機械化されてきました。

それが北欧で主流となっています「短幹集材」で

あり，北米で主流である「全幹集材」なのですが，

いずれのシステムもそのままの機械の組み合わせ

では日本に適用はできませんでした。そういう事

情があってハーベスタ，プロッセサだけがなんと

か日本に根付いたのでしょうが，その工程だけが

機械化が進んでも，やはり生産効率全体を上げる

には限度があるということでしょう。

＊＊＊

それでは，果たして日本に合ったシステムとは

どんなシステムか，というのが今後の商品企画を

考えるうえで重要なテーマになるのですが，残念

ながらいまだ答えが見つかっていません。日本の

林業の現状は機械化システムを考えるうえでは悪

条件が重なっていることは確かですが，この解決

がなければ日本の豊富な森林資源も結局は宝の持

ち腐れとなってしまう可能性があります。機械メ

ーカーがこういう問題に突き当たってジレンマを

感じますのは，社内には林業の本質が理解できる

思います。経済的な造材システムを提供できるか

否かは，一方では，日本の林業の条件をどこまで

｢機械化システム｣に合うように変えることができ

るのかということと平行して進めるべき問題だと

考えるからです。前述のとおり運搬方法の合理的

な機械化を考えますと，やはり路網密度とその路

幅がどれくらい整備されるかで決まるように思い

ます。路網密度によって機械の必要な作業範囲が

決まり，路幅によって機械の最大幅が決まること

になるからです。

また「機械化システム」によります合理化とは，

単位時間当たりの生産量を増やしてコストを下げ

ることにあるわけですから，やはり生産単位当た

りの生産量が確保される必要があります。言い換

えますと，一定量以上の仕事量が確保されないと

機械化のメリットが出ないことになります。

これらの問題は，一機械メーカーが解決できる

問題ではありません。しかしながらそういった観

点で問題点を見据えながら，商品の開発に微力な

がら林業機械の開発に尽力するつもりです。機械

メーカーの限界は感じつつも，やはり基本はお客

様のご意見をよくうかがうことが機械開発の原則

であるのは建設機械も林業機械も同じことだろう

と考えています。

末尾になりましたが，より一層のご指導ご鞭燵

を関係各位にお願い申し上げます。
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樵鰯篭懸織鰯赫業機繊 、

メーカーから見た

高性能林業機械等の開発

みつはしまこと

三ツ橋誠

二畠

旬歴
日立建機株式会社AC事業部応用機開発G

装備しました。フロントでは長尺材木の扱い

で大きな負荷がかかるアーム先端部に補強板

を標準で取り付けました。

C.安全性の向上：運転室前面ガラスに保護ガ

ードを標準装備しました。

D安定性の向上：大型走行体を採用し重心を

下げることにより安定性の向上を図りました。

また，エンジン室周囲カバーの開口部を金網

によりふさぎ，火災の原因になるエンジン室

への枯葉，木屑等の侵入を防止するとともに，

運転室内に消火器1個を標準装備しました。

E・林業アタッチメント用配管：林業アタッチ

メント用配管はグラップル，プロセッサ，ハ

ーベスタ等アタッチメントの種類によって，

また各アタッチメントメーカーによってその

仕様，回路，配管の取付位置が違っているた

め，受注時にお客様の使用アタッチメン1､を

確認し，それに合う配管を工場にて取付出荷

することにしました。

いずれの項目についても量産ショベルに使用し

ている部品を流用したり，従来拠点にて対応して

いた改造を生産工場にて行うことにより信頼性の

向上を図りました。この林業仕様機を平成9年に

発売しまして，御好評いただいております。

●EX90L-5,EX135USRL,EX180L-5の開発

林業仕様のシリーズとして前述のEX130L-

5に引き続き，林業において求められるハイパワ

ー，小型化の機械を狙い次の3種類を開発しまし

た。なお，その他本体仕様についてはEX130L-

5と同じ考えにて開発しました。

aEX90L-5:EX90(0.35nf)クラス車体

寸法の本体にEX120(0.45m3)のエンジン，

ポンプ(85PS)を搭載しました。

現在，弊社では林業仕様機L(Logging)シリー

ズ4機種を生産・販売しております。今回はこれ

らの開発経緯を述べながら，林業機械の今後の展

望について考えてみたいと思います。

●開発に至る経緯

従来，弊社において販売しておりました林業機

械は標準油圧ショベル（土木作業向け）に林業ア

タッチメント用油圧配管の装備，本体保誰用ガー

ドの取付改造等を全国拠点のサービスエ場，ディ

ーラにて行ったものでした。

これらの本体は，お客様のご要望により改造し

ていたため，細かいご要望に対しても対応可能で

ある反面，個別の対応であるため均一な品質が得

られないという問題がありました。また，本体が

標準油圧ショベルであるため，主要職造物，機器

の改造が難しく林業において求められる走行性能

向上等については対応できないのが現状でした。
こた

そこで林業のお客様のニーズにお応えすべく，

平成8年に0.45㎡クラスのEX130L-5林業仕

様機の開発に着手しました。

●油圧シヨベルタイプEX130L-5の開発

EX130L-5の開発に当たり，次の項目を実施

しました。

A.走行性能の向上：大容量走行モータの採用

により林業の現場において重要な登坂性能，

ステアリング性能の向上を図りました。

B.本体各部の強度向上：荒地の走行に対する

耐久性向上のため，走行体部品（履帯，ロー

ラ，アイドラ）に0．7㎡クラスショベルの部

品を使用しました。また，切り株や倒木の枝

等による下部からの突き上げから本体内機器

を保護するための強化型旋回体フルアンダー

カバー，走行フレームアンダーカバーを標準

林業技術No.6871999.6-⑳



に
一

ｈ
グ
バ

回
カ
ン
ユ
ジ
シ
ン
ッ
エ
メ

０
１
９
日
Ｂ
ｌ
６
Ｉ
ｑ
ｄ
■
１
１
日
１
１
４
４
‐
‐
‐
‐
‐
‐
’
一
祁
釣
部
Ⅱ
川
却
‐
一

定
時
↑

鐙

ｌ
・
‐
ｌ
‐
！
‐
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ
レ
，
‐
‘
」

図・EX130L-5外観図

消火器

,クリーナダブルエレメンIエフ

｣ニノ
〆

ロ－

亡コ

強化型旋回体

アンダーカパー

(4.5m）

／
最低地上高

旋回体下端高さ：1,090mm

／
アーム先端三面袖強
(上面・側面）
ユーザ使用の林業用
アタッチメントに対

、、呼／595m
各秘アタッチメント配笹
力罐択可能

／

l､ラックセンターガー14

(片側2個）

定行力15％アップ

トラックアンダーカバー

追加(6.0mm)

応して配祷出荷

表・林業仕様機車体寸法
bEX135USRL:

EX130L-5の後端半

径をEX60(0.25nf)JE

り小さくしました。

c.EX180L-5:

EX150(0.55nf)クラス

車体寸法の本体に

EX200(0.7㎡)のエンジ

EX130L-5

13.000

7.580

2.500

8,270

2，130

EX90L-5

10,300

6,630

2.450

7.070

1.730

e<135USRL

14.300

7,420

2.500

8.320

1.690

EX180L-5

16.500

8.510

2.590

8,900

2,440

機種

運転質量

輸送時全長

薊送時全幅

最大作業半径

最小後端半径

帽
岬
一
岬
一
岬
一
伽

EX200(0.7㎡)のエンジン，ポンプ(135PS)

を搭載しました。

④開発における問題点および今後の展開

今後，林業の機械化を進めるうえで林業機械の

小型化が必要であると思います。弊社におきまし

ても，前項で記しました3機種を小型化した本体

として開発しましたが，林業に携わる皆様からは

間伐に使用する，さらに小さい本体のご要望が高

いと思います。EX90L-5開発時に本体寸法を

さらに小さくすることも検討しましたが，次のよ

うな問題がありました。

①ハーベスタ．プロセッサ等のアタッチメント

はソーや送材装置の作動時に大流量が必要で

あるため，本体内機器が大きくなり本体の小

型化に限界がありました。なお，アタッチメ

ントに対応する，より小さな機器を開発する

には技術的課題も多く，また，開発コストも

かかることから，生産台数の少ない林業仕様

機では大幅なコスト増になることが予測され

たため，今回は断念せざるを得ませんでした。

②間伐専用機とするより，グラップルを装着し

た集材作業や掘削作業にも使用できるなど汎

用性を持たせる必要があり，ある程度の作業

半径を持ったフロント榊造物と，それに見合

う安定性を保つためのカウンタウエイトが必

要でした。

これらのことから，林業仕様機の小型化には，

必要な機能に的を絞り汎用性を簡素化した専用機

(例えば伐倒専用と考え,運転席をなくし，リモコ

ン操作にする等）の開発が必要であると考えます。

また，将来的にはより小さく安価で信頼性のあ

る本体内機器の開発が必要であり，今後開発を推

進していきたいと考えております。
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艤集●逗燕溌鐵鰯赫業機瀧雪
しらかわてつや

白川哲也

林業機械を中心とした

林業経営を支える人材について

N

i

現在，国内の林業においては，木材の生産の場

であるとともに，環境問題を含め森林の社会資本

としての重要性が高まっています。

しかし，林業労働力の減少・高齢化により森林

の維持管理に支障を来している今，それを克服す

る手段の1つとして高性能林業機械の導入は必要

不可欠となっているのが事実であります。

国などの支援もあり，高性能林業機械の保有台

数は，平成9年度末に全国で1,700台を超えてお

り，地域性にもよりますが，ハード面としての装

備はかなりの台数が各地に普及していると思われ

ます。ところが,ソフト面となる林業技能者･オペ

レーターの養成ということが課題となっています。

高性能機械を導入するうえでの現在の現場での

課題を列記してみますと，

①機械の稼働率が悪い：高性能林業機械作業に

適した素材生産地が減少し事業量が確保できない

ため，年間を通して稼働している高性能林業機械

はほとんどないといってもいい状況にあります。

②機械の小型化が望まれる：全伐ではなく間伐

においては，林内に入っていけるサイズの機械が

▲プロセッサーによる造材・枝払作業（愛媛県・久万町）

株式会社いぶき課長 1 I

少なく使用が制限されるような状況です。また，

間伐に限れば大は小を兼ねることはなく，大型機

械は意味を持ちません。小型化にあたっては故障

の原因となる高性能化は求めておりません。あく

までシンプルな描造であることが条件です。

③路網の整備が遅れている：例えばタワーヤー

ダを使用するうえでは林道が不可欠のうえ，プロ

セッサー等と組み合わせて作業するような場合，

林道上に作業ポイントを作ることも必要となって

きます。また山林内にどれだけ機械ｶ入っていけ

るのか，ということが生産性向上のカギですから，

林内作業道の開設・高密度化も必要です。

高性能林業機械を導入するうえでソフト面とし

てのオペレーター養成について，どのような人材

が求められているかといいますと，林業のオペレ

ーターというのは，土木・建築のオペレーターと

は違う資質が求められます。単に機械操作に熟練

しているとか安全な作業ができるということにと

どまらず，林業に関するさまざまな専門的な知

識・技術が要求されます。作業プランニングをは

じめ，木材相場に関連する有利な造材，機械の簡

単なメンテナンスの知識等，1人で複数の役

割を負わされることになります。

ただ，ここでオペレーターに求められる資

質というのは，現場管理者のそれとは違うの

ではないか？というのが私見です。

土木の分野では常識となっていることです

が，現場技術者とオペレーターの役割は全く

違います。作業指示されたことをきちんと実

行できることがオペレーターの能力であり，

作業の能率・完成度が問題となってきます。

一方，作業手順・施工方法の決定は現場責任

者と呼ばれる技術者の業務であり，施工管理
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というジャンルに含まれます。

林業の分野でも，伐木・造材・搬出という

各部門に高性能林業機械がかかわっているの

であり，それを使用するオペレーターに林業

に関する専門的知識が必要であることは当然

であるにしても，1人ですべての業務に精通

して現場の管理を行う人材を養成するという

のは多少無理があるのか…と思われます。

これらをこなすことのできるオペレーター▲林内作業道におけるミニグラツプル

を養成することが現在の課題なのですが，ここで向上のための訓練には賃金助成を図る給付金制度

資格・研修制度について述べてみたいと思います。がありますが，これとて各事業体にとって十分で

現在行われているI刑多制度には，多少ひずみが出はありませんし，高度な専門的知識を学ぶ洲多に

ています。各都道府県で行われている研修では，参加する受講生は，各事業体においても基幹的な

資格取得を目的としたものか？あるいは実際の作作業員であり，より派遣が困難となってきます。

業を通して技術を習得して技術のレベルアップをこのようなことから，研修を行う際の人員確保に

図るのか？焦点があいまいになっています。作業さえ苦労する場面もあり，研修を行う側（都道府

をするうえで免許・資格が必要であることは言う県）と受ける側（事業体・森林組合等）とに意識

までもありませんが，それを取得するための研修の差があることが問題です。

と，高性能林業機械を使用する作業においての高最後に私の希望ですが，高性能林業機械の研修

度な専門的知識を学ぶ研修とを分けて考える必要を修了した者には国家資格かそれに準じる免許を

があると思われます。与え，技術者が技能を習得することによって自分

前者については，研修に国や県の支援を受けらの収入も上がる，身分が保障されるというメリッ

れることについて事業体のほうに異論があるとはトが欲しいと思います。これは林業に従事する人

思われません。後者は当然実技を含めて，ある程のプライドを高め，社会的地位の向上のためにも

度の期間が必要となります。受講生の意見を聞いきちんとした資格制度というのがぜひ必要だと思

ても「研修の時間が短すぎた」とか「機械に慣れいます。

たころ終わってしまった」というような答が多く大卒とか，林業を肉体労働ととらえていない別

見られますが，派遣する事業体にとっては長期のの価値感を持った人たちが林業に参加してくるよ

研修は負担が増すと思われます。うになった現在，彼らを教育してどういうレベル

林業は零細な規模の事業体が多数を占めておりの担い手・技術集団を養成していくかという検討

ますので，従業員の研修派遣についても経営上楽は必要ですし，これらのことにより林業に少しで

ではありません。各都道府県に職業能力の開発．も展望が開けるのではないかと考えます。

平成11年度森林インストラクター資格試験のご案内
口森林インストラクター資格試験の概要間：8月16日(月)～8月23日(月)(8日間）●講習会

●受験資格：20歳以上の者●公募期間：6月1日(火）場：三会堂ビル(東京都港区）●講習の内容『上記の試験
～7月25日（日）●試験期日：一次(筆記)．9月19日の範囲を対象●受講料:36,000円(交通費・宿泊賛等は
(日)(東京･大阪福岡･高知で実施)，二次(実技･面接)･･11受講者負担）●定員：180名
月20日(土)～21日(日)(東京にて実施）●試験の範囲：※受験および受講の資料の請求
森林／林業／森林内の野外活動／安全および教育の4分野角2型封筒（240川×332mで資料返信用です｡郵便番号住
●受験料：15,000円(交通費等は受験者負担）所，氏名を必ず明記して下さい）に160円の返信用切手を貼付
口森林インストラクター養成講習(任意の講習） けし,その中に資料代160円相当分の切手を入れ,別封筒で｢協

●講習の公募：6月1日(火)～6月30日（水）●講習期 会担当宛Jへ送付して下さい。

〔問合せ先〕㈱全国森林レクリエーション協会森林インストラクター事務局
〒107-0052東京都港区赤坂1－9－13三会堂ビル9階(TELO3-3585-4217FAXO3-3585-4218)
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犠集●謹轆溌塞鰯 機械議議織綴
しばたじゆんいち

柴田順一

森林総合研究所における

林業機械関連研究・開発の現状

森林総合研究所生産技術部林業機械科長 ‘1質

木材生産コストの低減を図るために，高性能林

業機械と呼ばれる新しいタイプの大型機械の導入

が始まっておよそ10年が経過しました。この間，

これらの機械が伐出作業の生産性を向上させると

ともに，作業の安全性を向上させ，作業の快適性

を増し，労働環境の改善に効果が大きいことが確

かめられています。さらに，新規林業労|勅者の参

入を促す効果も発揮しているといわれます。一方

では，導入された高性能機械の活用，機械の稼働

率，保守管理などの問題も提起され始めています。

このような現時点で，林業機械の今後を考える

ことは意味あることだと思います。ここでは森林

総合研究所における林業機械に関連した研究開発

の現状を紹介し，今後の研究開発の進め方につい

ての問題点を述べることとします。

●機械関連研究の経過

森林総合研究所における機械関連の研究の歴史

はかなり古い。終戦後まもなくから，木炭ガスエ

ンジン，刈払機，集材機などを対象とした研究が

始められ，林業機械が普及するにつれて,作業功

程の調査，作業者のエネルギー代謝率の測定など

の調査研究が行われました｡昭和30年代中期以降

のわが国の木材生産の増大に伴って，本格的な林

業機械化が進み,昭和40年に当時の林業試験場に

機械化部が設置されています。それまで経営部に

属していた2研究室から2科4研究室に拡充整備

され，後に林道研究室も増設され，今日の研究体

制の基礎となっています。

新設された機械化部における調査研究の大部分

は国有林野事業を対象としたものでした。造林，

育林，伐出作業の作業功程調査，労働強度の測定，

チェーンソーの振動騒音測定，集材機やトラクタ

などの性能試験と作業実態調査等が精力的に行わ

れました。当時国有林野の作業現場は，高度な技

能を持った全国規模の技術集団でしたから，関連

するデータの収集や現地調査の実施などあらゆる

面で優れた対象であったと思われます。得られた

成果は，作業計画に用いる各種の功程表，安全で

効率的な作業のためのトラクタ・集材機などの作
い

業基準の作成に活かされました。国有林野事業に

おける林業機械の技術向上は，段階的に民間企業

にも波及していきました。

昭和63年,旧林業試験場は組織の改編により森

林総合研究所と名称を改め，それまでの機械化部

は生産技術部の中の作業技術科および林業機械科

となり，育林技術科とともに新しいスタートを切

りました。それはちょうど高性能林業機械ｶﾐわが

国へ入り始めようとする時期でもありました。新

体制となって10年あまりを経過し,研究分野も広

がりつつあり，新しい機械の開発についても経験

を重ねつつあります。森林総合研究所の研究基本

計画と合わせて，組織の紹介をします。

鰯森林総合研究所の体制と研究の方向

生産技術部の研究課題は,｢生産目標に対応した

施業技術の向上と機械化による作業技術の体系

化」です。部の組織からもわかるように，森林を

育てる技術と林業機械技術が有機的に連携した研
こた

究開発が求められており，それに応えるのが目標

です。

《作業技術科》の研究課題は，「機械作業システ

ムの確立と森林路網の計画・施工技術の高度化」

です。林業の活性化に役立つよう，安全で，効率
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的な機械作業システムの確立と，環境保全に配慮

した森林路網の設計施工法の開発を目指していま

す。

○システム計画研究室では,｢作業計画法の改善

と作業システムの確立」という課題のもとに，森

林作業の計画に必要な作業条件の収集手法，機械

の適応性の評価手法の開発や，機械を使った作業

の技術的な特徴の解明を行い，作業計画を立案す

るために必要な技術を選択する方法の完成を目指

しています。

現在実行中の研究課題は，森林作業の自動計測，

機械選択のための作業条件の評illi方法，プロセッ

サによる合理的作業方法，高性能林業機械のメン

テナンスと経済寿命，等があります。

○労働科学研究室では,｢作業強度の軽減と労働

安全性確保のための作業技術の改善」が課題です。

機械を用いた各種の林業作業における作業の効率

化，労働の質的遥的変化に対応した安全作業の確

保，人間と機械の調和のとれた機械作業技術が重

要であるとの認識のもとに，労働負担の特性と評

価，機械の操作性の評価，労働災害の分析，等を

通して安全な林業作業の確立を追求しています。

現在の研究課題には，新規参入労働力の技術教

育問題，下刈り作業法と刈払機の振動騒音特性，

安全対策の効果，等があります。

○林道研究室では,｢森林路網の計画および施工

技術の高度化」です。林道，作業道などで構成さ

れる森林路網は，森林の管理，林業生産さらには

山村生活の基盤として重要性が増しています。機

械の導入や作業方法の変化にも対応可能な路網計

画方法の開発が急務と考えています。また，林道

設計の自動化や，林地環境および景観等の保全を

図る路線設計と施工方法の開発も目指しています。

現在取り組んでいる研究課題は，タワーヤーダ

集材に適合した路網計画，循環路網の評価，路面

の植生による被覆，等です。

《林業機械科》の研究課題は，「林業機械および

装置の開発改良」です。機械の開発と現場への導

入が進んでいる伐出作業用の機械については，性

能試験や使用方法の改善，機械の改良などを中心

｜生産技術部’
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森林総合研究所生産技術部の組織

に進めています。機械化が遅れている造林作業の

機械については新たな機械システムの開発を目指

しています。また，わが国の急峻な地形条件の下

で適用可能な林業用ベースマシンの開発も継続し

ています。

○造林機械研究室では，造林，育林作業の機械

化を進めるため，育苗，地栫え，植栽，下刈りに

至る作業の高度な機械化を目指しています。林業

用ベースマシンの開発もこのための重要なポイン

トです。機械化が進むと車両の林内走行が多くな

りますが，車両が林地に及ぼす影響を明らかにす

る研究も継続中です。

現在取り組んでいる研究課題には，プランティ

ングヘッドの開発，回転刃の刈払性能，車両走行
かく

による林地撹乱の評価，造林作業用車両の開発，

などがあります。

○伐出機械研究室では，伐出機械の開発改良が

課題です。木材生産に直結する伐出機械は作業現

場とメーカー主導で機械開発が進んでいる分野で

す。したがって，現在使われている機械や器具の

性能を明らかにして，機械の安全で効果的な使用

方法を示すことが重要です。また，新しい材料や

機械機構についても検証して機械の改良を図ると
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写真①実用化に向けて山地で性能試験を重ねている
連結装軌式車両

写真②優れた走行性能が期待される新開発の林業用車両
"TTM-tri-trackmover"

ともに，新たな機械の開発も目指しています。

現在の研究課題は，タワー集材機用付属機具類

の開発，ウインチ付きパワーショベルの支持方法，

ソーラーエネルギーを利用した林業用機械の開発，

自走式搬器の自動化，などです。

○自動制御研究室では，林業機械の作業性能を

向上させる自動制御技術の開発が課題です。自動

制御技術を林業機械に採用することによって大き

な利点が期待できます｡機械の大型化,高機能化に

伴ってその操作は複雑化し，作業安全上の問題も

生じることがあります。そのため林業機械に効果

を発揮できる制御機構，運転操作を容易にする装

置，安全性を高める装置の開発を目指しています。

現在の研究課題は，走行路自己探索型車両の開

発，脚式移動機械の開発，マニピュレータの操作

性の改善などです。

さらに，前述したように，森林総合研究所にお

いては，機械関連の2科は育林技術科とともに生

産技術部を構成しています。機械関係だけの連携

だけでなく，さらに一歩進めて育林関係の知識と

の連携を強めて，育林技術に適した林業機械，林

業機械に適した育林技術の研究開発の必要性が高

くなると考えます。これまで育林技術と機械技術

が効果的に連携した大きな成果はまだ得られてい

ませんが，今後，間伐作業の機械化，複層林の収

稚，あるいは造林機械の|淵発など，多くの場面で

連係プレーが必要となり，その効果を発揮すべき

ものと期待されます。

③目指すターゲットは

森林総合研究所における過去の調査研究の対象

が国有林野事業を主としていたことは前述のとお

りです。現地調査と成果を反映させるフィールド

にも恵まれていました。ところが時代が移ってか

なり以前から，国有林の生産事業の縮小とともに，

新しい機械の導入がないなど，調査研究の対象と

なりにくくなっています。

機械関連の研究では，現地調査ができる場所を

探すことが大きな難題となります。調査が必要に

なるとそのときどきに，大小の林業事業体，個人

林業家，または森林組合の作業班等にお願いして，

調査をさせていただいているのが現状です。この

●3本柱，作業。機械。林道

林業機械に関連する研究は，働く人間の安全と

能率に関する研究，機械の性能把握と機械開発な

どの機械研究および林業作業の基盤となる林道研

究の3つの側面があり，互いに関連を持って総合

的に成果を現すと考えられます。基本となる3本

の柱といえるでしょう。森林総合研究所における

研究の歴史の中でもこれが活かされ，現在の組織

もこの考えを示しています。
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ようにして得られたデータ，成果をどのように反

映させるかはさらに大きな問題です。調査研究の

目的を具体的に定め，得られたデータの分析と展

開の方法，さらにその成果をどのような形で林業

の現場に反映させるかについて，絶えず明確にし

ておく必要があると思われます。ともすると単発

的な調査事例で終わってしまうことを恐れるから

です。研究手法の違いもあるので一概に言うこと

はできませんが，国有林に代わってどのような規

模の事業体を主たる対象とするか，を考える必要

があるかもしれません。

●細分化と総合化

林業機械関連の研究についても研究分野の専門

化，細分化が進んでいます。研究手法や計測器の

発達が著しく，研究の範囲も広がっています。森

林総合研究所の機械関係の研究体制は6研究室，

約20余名ですが，研究課題も30課題前後ありま

す。それぞれの分野で研究成果の蓄積はなおざり

にはできませんし，学会等に公表することによっ

て将来役立つことが期待されます。しかし，個々

の成果をどのように活かすかについて，もっと考

える必要があります。細分化された分野の専門家

も自分の成果を林業に活かすことを念頭に置いて

おかねばならないでしょう。森林総合研究所など

組織的な取り組みが可能なところでは，とくに研

究成果の総合化に努力を払う必要があるでしょう。

これまでこのような取り組みが十分であったとは

いえません。今後の個人的，組織的に努力すべき

問題だと思います。

●機械開発と研究予算

林業機械の開発における森林総合研究所の果た

す役割も大きくなっており，機械の研究開発の実

績も増えつつありますが，実用に耐える本格的な

機械の完成はこれからの課題であり，さらに努力

しなければなりません。
ひさん

卑近な話になりますが，機械の開発や試作には

かなりの開発費，研究費が必要です。とても経常

研究費では不十分ですから，機械開発は特別の研
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究課題の採用を待たねばなりません。これまで何

度かの機会がありましたが，次回は全くわかりま

せん。林業関係の中でバイオマス研究や環境研究

の課題と比べると，機械関係の課題は予算獲得の

競争力が弱いのではないかと考えてしまいます。

わが国の林業機械の開発は，林野庁の機械開発

関係予算による委託開発事業が賎大のもので，毎

年2～3機種が開発完了となっているようです。

現在森林総合研究所とは予算的な関連はありませ

んが，国が支出するこうした機械開発費の一定割

合を森林総合研究所などの機械関連研究機関との

共同研究などに回すことはできないものでしょう

か。大学や地方自治体の研究機関の林業機械研究

開発をより活性化するのにも有効な手段と思われ

ます。

鐙高性能な機械作業の実現

かつて，集材機やトラクタが外国からわが国へ

導入されて，わが国の作業条件に合わせて独特の

技術発展を遂げました。今また高性能林業機械が

外国から導入されて，あるいは国産機械がわが国

に普及，定着しようとする段階にあります。いわ

ば第2次の林業機械化の時代ともいえるこれらの

機械の導入が，苦境にあえぐ林業の活性化に役立

つことを願うばかりです。

しかし，特定の数種類の機械を高性能林業機械

と称して別格の扱いをすることは，どう考えれば

よいのでしょうか。政策的にこの名称が必要な時

期があったかもしれません。従来からの機械も含

めて機械の能力をいかに発揮させるか，どれだけ

の生産性とコストが得られるか，など実際作業に

必要な情報を，広範な調査研究によって明らかに

することが今必要であると考えます。

機械関連の研究は，最近では大学関係や公立の

林業研究機関における調査研究が活発になってい

ます。森林総合研究所も含めてこれらの研究組織

の連携を強め，共同研究の実施等によって，林業

の現場に役立つ研究成果を生産する方策を講じる

ことも必要だと考えます。



|蕊藤鑛溌|漁猟謄鍔|職恥臆誇 轤識鰯鰐畜競鑑識蕊'蔑競謄競蟻撚

林業センター報告No.35≦画コナラ組織培菱の効率化に関する研究(1997零j

平成10年6月愛知県林業センター･･林木育種場度）

主ニー

小林元男,竹内英舞熊"鴫芳研究時報第26号
ロスギクローンの耐陰性に関する研究(1997年瀞上平成10年11月大分県林業試論場

手塚朗，竹内英男,熊剛忠芳国重要水源山地整備調査事業：設定後11年経過し

蕊
ロシイタケ菌床栽培の周年化に関する祇究紅99?年記録
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度 ）量1等諸順大学演習赫研究部
澤鐵臺

ロエリンギイの栽培に関する研究（1997隼度>i,,,:研究報告第2号
澤蕊堂:: 平成11年3月香川県森林センター

ロ有用林木遣伝資源の保存と増殖技術の開発鯛97：亨画腹築樹林に関する類型化と保育技術の認査：…
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た
。
作
成
し
た
当
初
は
、
ネ
パ
ー
ル
の

実
情
か
ら
し
て
別
％
の
実
現
は
困
難
で

▲識字教室の風景

は
な
い
か
、
と
疑
問
視
さ
れ
た
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
が
、
最
近
の
評
価
で

は
、
制
度
と
し
て
は
か
な
り
達
成
さ
れ

て
き
た
し
、
男
性
中
心
の
ネ
パ
ー
ル
社

会
で
す
が
、
一
応
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
的
は
、
単

に
委
員
の
リ
ス
ト
が
半
分
女
性
で
あ
れ

ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
実
際

に
委
員
会
で
女
性
が
意
見
を
述
べ
る
機

会
が
確
保
さ
れ
、
そ
の
意
見
が
反
映
さ

れ
た
事
業
が
男
性
も
女
性
も
と
も
に
参

加
し
て
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
通
じ

て
、
女
性
の
役
割
が
正
し
く
認
識
・
評

価
さ
れ
、
女
性
自
身
が
自
信
を
付
け
て

も
ら
う
こ
と
に
あ
る
の
で
す
＃

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る
以
前

に
比
べ
れ
ば
女
性
の
参
画
は
高
ま
り
つ

つ
あ
る
と
い
え
ま
す
訂
が
、
男
性
で
な

い
と
担
当
で
き
な
い
分
野
も
依
然
多
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
事
業▲脱穀した後の稲藁を運撤する女性

工
程
管
理
表
の
作
成
や
会
計
・
経
理
事

務
等
の
分
野
を
女
性
委
員
に
担
当
し
て

も
ら
お
う
と
す
る
と
、
字
が
書
け
て
、

計
算
が
で
き
る
女
性
が
少
な
い
と
い
う

問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
で
の
識
字
率
は
平
均
調
・
６

％
で
、
特
に
女
性
の
そ
れ
は
何
と
鋸
．

０
％
鋤
な
の
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
で
は
、
ネ

パ
ー
ル
教
育
省
に
よ
り
農
閑
期
に
女
性

を
中
心
と
し
た
成
人
識
字
教
室
が
実
施

さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
受
講

で
き
る
女
性
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
受
講
者
が

一
五
名
集
ま
ら
な
け
れ
ば
一
つ
の
教
室

を
設
置
し
な
い
と
い
う
教
育
省
の
基
準

が
あ
り
ま
し
た
。
同
地
域
の
乏
曽
感
の

戸
数
は
一
七
戸
か
ら
一
八
○
戸
、
そ
の

人
口
は
一
四
一
人
か
ら
一
、
一
五
九
人

で
す
し
、
ま
た
尋
幽
艮
の
サ
イ
ズ
・
地

形
も
多
様
で
す
。
夜
間
刃
女
性
が
懐
中

電
灯
も
な
し
に
歩
い
て
い
け
る
所
に
教

室
を
設
置
す
る
と
な
る
と
、
こ
の
教
室

設
置
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
る
地
区
は
極

め
て
限
ら
れ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の

問
題
解
決
の
た
め
に
受
講
希
望
者
が
一

五
名
に
は
満
た
な
い
が
、
あ
る
程
度
ま

と
ま
る
地
区
ご
と
に
、
識
字
教
室
を
独

自
に
開
催
し
ま
し
た
。
教
師
の
リ
ク
ル

１
ト
、
教
材
や
試
験
問
題
に
つ
い
て
は

教
育
事
務
所
よ
り
の
支
援
を
受
け
実
施

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し
た
の
ち
も
継
続

で
き
る
よ
う
な
方
策
は
な
い
も
の
か
と

思
案
中
で
す
。
「
森
林
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
な
ぜ
そ
こ
ま
で
や
る
の
か
」
と
い

う
指
摘
も
あ
り
ま
す
が
、
「
今
始
め
て
お

か
な
い
と
、
二
十
一
世
紀
の
森
林
保
全

の
担
い
手
が
育
た
な
い
」
と
お
答
え
し

て
お
り
ま
す
。

F●与令一一一一÷←÷--一一一一一一一一季今争｡｡‐＝ﾏﾏｰ凸凸ロロロ一一一今今今一一一÷一一一一→一一一一一一一一今一一一一一一一一一一今一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一句

|1)Gender｡生物としてのｵｽ,メスという"性"の差ではなく,社会的な性別/性i
I差。つまり、男性または女性であることに対して社会が持つイメージの差。2)この：
'工場の説明者には，残念ながらインドネシアの女性が主張したかったであろう，男女1
'ともに『森の番人』であるはず,という点が理解されなかったようです。3)日本でi
Iも，インドネシアの女性が示唆したように男女共に『森の番人』の担い手であると考I
Iえます。4)プロジェクトの前WID専門家の池田恵子さんの分析によれば，利用者I
|グループの運営委員会で女性委員の比率が高い地区ほど，地区内のすべての事業中の1
1森林・流域保全関連事業の比率が高いそうです。つまり，そのような地区では森林関I
遅のニーズをより日常的に感じている女性の声が，地区内の意思決定プロセスできち；
;んと反映されているようです。5)利用者が女性だけのusers~groupもたくさん！
iありますし,そこでは女性が委員長,会計等の業務をこなしています。6)91年の人I
|ロセンサスによると，男性の識字率は54.5％，女性は25.0％です。7)通常,識字教I
I室は，主婦である女性が夕食の片づけを終える20時ごろから22時ごろまで，農家の；
;軒先等を借りて灯油ランプの下で開催されます。
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今
回
の
テ
ー
マ
は
、
〃
な
ぜ
ジ
ェ
ン
ダ

ー
リ
と
貧
困
な
の
か
″
と
い
う
点
で
す
。

女
性
の
参
加
や
貧
困
層
へ
の
配
慮
の
問

題
は
、
専
門
分
野
と
し
て
は
Ｗ
Ｉ
Ｄ

言
○
日
ｇ
冒
号
急
｝
ｇ
目
ｇ
菌
開
発

と
女
性
）
や
Ｇ
Ａ
Ｄ
（
帰
冒
号
胃
騨
且

号
愚
一
目
昌
呂
篇
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
開

発
）
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
と
し
て
初
め
て
長
期
の
専
門
家
が

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

ｇ
日
日
自
己
ご
ざ
扇
降
ｑ
ア
プ
ロ
ー

チ
の
成
功
の
カ
ギ
で
あ
る
そ
の
担
い
手

の
①
日
ご
○
尋
図
冒
①
具
に
関
し
て
は
、
ネ

パ
ー
ル
社
会
の
抱
え
る
身
分
制
度
で
あ

る
カ
ー
ス
ト
制
度
や
女
性
の
社
会
で
の

地
位
の
低
さ
等
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
た
た
め
、
社
会
学
系
、
開

発
人
類
学
系
の
背
景
を
持
っ
た
女
性
の

専
門
家
が
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

（
Ｗ
Ｉ
Ｄ
と
Ｇ
Ａ
Ｄ
】
日
本
で
の
山
仕

事
と
い
え
ば
、
男
性
の
仕
事
、
例
え
ば

北
島
三
郎
の
『
与
作
』
の
世
界
を
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
る
人
が
圧
倒
的
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
如
実
に
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

一
つ
紹
介
し
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
者
の
女
性
が
、
日

本
の
あ
る
山
村
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
エ
場
を
視
察
し
た
際
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

オ
ー
ダ
ー
の
ボ
ト
ル
に
描
か
れ
た
「
森

の
番
人
」
が
男
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
つ
つ
、
「
な
ぜ
、
女
性
の
『
森
の
番

人
』
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
」
と
の
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
現

場
の
説
明
者
の
答
え
は
「
山
仕
事
（
つ

ま
り
、
『
森
の
番
人
』
の
仕
事
）
は
女
性

に
は
無
理
で
す
よ
」
と
い
う
答
え
だ
っ

た
そ
う
で
す
鋤
。

一
方
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
山
仕
事
と
い

え
ば
、
用
材
の
伐
倒
は
や
は
り
男
性
の

仕
事
で
す
が
、
薪
や
飼
い
葉
の
採
取
は

も
っ
ぱ
ら
女
性
と
子
供
の
仕
事
で
す
。

ま
た
、
貧
困
層
と
一
致
す
る
下
位
カ
ー

ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
が
山
仕
事
の
担
い
手

と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

日
本
で
の
山
仕
事
に
関
す
る
イ
メ
ー

ジ
の
ま
ま
、
ネ
パ
ー
ル
で
森
林
保
全
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
よ
う
と
し
ま

す
と
、
ど
う
し
て
も
村
の
男
性
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
み
の
聞
き
取
り
に
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
は
村
全
体

が
抱
え
る
真
の
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き
な

い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
村
で
の

聞
き
取
り
を
男
性
と
女
性
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
行
い
ま
す
と
、
女
性
グ
ル
ー
プ
か

ら
飼
い
葉
用
の
樹
種
名
、
そ
の
特
性
、

採
取
時
期
等
の
よ
り
豊
富
な
情
報
が
聞

き
取
れ
ま
す
。
男
性
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

意
見
を
聞
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ

…
鵜
灘
鍵
鍵
鍵

… 巽亜

り
ま
せ
ん
が
、
男
女
や
カ
ー
ス
ト
ご
と

に
ど
の
よ
う
な
意
見
を
有
し
て
い
る
か

を
平
等
に
吸
い
上
げ
、
そ
の
内
容
や
背

景
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
森
林
保
全
の

事
業
の
形
成
に
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

た
だ
、
女
性
や
貧
困
層
が
山
仕
事
の

担
い
手
で
あ
る
か
ら
と
い
う
途
上
国
特

有
（
？
）
の
背
景
鋤
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
Ｗ
Ｉ
Ｄ
や
Ｇ
Ａ
Ｄ
の
分
野
の

専
門
家
に
よ
る
支
援
が
求
め
ら
れ
る
と

い
う
「
単
純
な
構
図
」
で
は
あ
り
ま
せ

…
驚鍵蕊 鍵

灘
鍵鱗鵜鍵

織鍵鍵灘鍵篭鍵溌篭溌:瀧溌鍵 …

ん
。
そ
れ
は
社
会
全
体
の
自
律
的
開
発

を
目
指
す
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目

的
達
成
に
は
、
開
発
プ
ロ
セ
ス
へ
の
住

民
参
画
に
関
す
る
男
女
や
貧
富
の
差
を

な
く
し
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
が
不
可
欠
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。
ネ
パ
ー
ル
で
の

任
期
中
に
、
あ
る
訪
問
者
よ
り
、
「
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
い
つ
ま
で
Ｗ
Ｉ

Ｄ
の
専
門
家
を
派
遣
す
る
の
で
す
か
」

と
い
う
質
問
を
受
け
た
際
、
「
Ｗ
Ｉ
Ｄ
の

除
た

分
野
は
、
た
と
え
て
言
え
ば
機
織
り
の

一
本
の
縦
糸
で
し
て
、
途
中
で
い
ら
な

く
な
る
よ
う
な
分
野
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
」
と
答
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〔
識
字
教
育
］
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

各
事
業
ご
と
に
利
用
者
全
員
か
ら
成
る

グ
ル
ー
プ
（
易
の
勗
々
喝
自
己
が
特
定

さ
れ
、
そ
れ
を
代
表
す
る
形
で
利
用
者

グ
ル
ー
プ
の
運
営
委
員
会
（
日
騨
冒
農
の
‐

目
の
具
８
冒
冒
営
扇
の
具
屋
路
厨
》

鴨
呂
巳
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
委
員

会
が
、
事
業
計
画
書
の
内
容
の
詰
め
や

利
用
者
側
の
負
担
分
の
調
達
方
法
や
使

役
提
供
に
関
す
る
調
整
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

女
性
の
参
加
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

こ
の
委
員
会
の
委
員
の
卵
％
は
女
性
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
事
業
実
施
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
規
定
し
ま
し
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い
は
や
の
不
動
尊
と
て
此
流
の
き
し
に
堂
あ
り
。
高

さ
、
は
か
り
も
し
ら
れ
ぬ
い
は
を
の
上
に
、
木
を
よ

こ
た
え
て
大
な
る
鰐
口
を
つ
り
あ
げ
、
長
き
っ
な
を

さ
げ
た
り
。
と
り
ひ
き
な
ら
せ
ば
、
山
谷
に
こ
た
ふ

る
音
の
、
さ
ら
に
幽
に
聞
え
た
り
」
（
菅
江
真
澄
全

集
、
末
来
社
）

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
場
所
を
実
際
歩
い
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
興
味
深
い
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

ま
ず
、
「
さ
く
さ
わ
川
の
高
は
し
」
。
こ
の
作
沢
川
は

現
在
も
部
分
的
に
深
い
峡
谷
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
あ

や
う
き
」
橋
と
記
述
さ
れ
た
橋
は
、
現
在
で
は
立
派

な
橋
梁
に
架
け
替
え
ら
れ
て
い
る
。

次
に
「
い
は
や
の
不
動
尊
」
。
現
在
も
岩
谷
不
動
尊

と
し
て
地
域
住
民
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
が
、
真
澄

の
記
述
と
の
違
い
は
、
そ
の
鰐
口
の
道
路
か
ら
の
高往時の持寄城跡（相馬村藤沢地区）

さ
で
あ
る
。
現
在
は
鰐
口
は
見
ら
れ
な
い
が
、
不
動

尊
の
祠
は
、
作
沢
川
右
岸
の
車
道
沿
い
の
岩
窪
に
あ

る
。
鰐
口
は
そ
の
上
方
の
岩
壁
上
。
道
か
ら
鰐
口
ま

で
の
比
高
は
一
○
メ
ー
ト
ル
以
下
。
真
澄
は
「
高
さ
、

は
か
り
も
し
ら
れ
ぬ
」
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ

ど
の
高
さ
で
は
な
い
。

現
地
の
解
説
板
に
よ
る
と
、
往
時
の
道
は
下
方
と

あ
る
が
、
沢
を
の
ぞ
き
こ
む
と
ゴ
ル
ジ
ュ
（
沢
の
狭

除
部
分
）
と
淵
を
な
し
て
お
り
、
雪
解
け
水
が
減
水

し
た
と
し
て
も
、
道
が
あ
っ
た
と
思
い
に
く
い
。
当

時
の
道
は
、
現
道
と
同
じ
位
置
だ
と
す
る
と
、
岩
壁

の
ト
ラ
バ
ー
ス
道
で
あ
り
、
桟
道
状
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
と
も
真
澄
の
歩
い
た
の
は
左
岸
だ

っ
た
の
か
。
と
な
る
と
、
鰐
口
を
鳴
ら
し
、
山
谷
に

こ
だ
ま
し
た
と
い
う
こ
と
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
。

し
か
し
、
極
端
な
場
合
、
不
動
尊
の
位
置
が
往
事
と

異
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
ま
め
に
記
録
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
菅
江

レ
ポ
ー
ト
の
「
信
懸
性
」
を
採
る
か
、
現
地
形
か
ら

ほ
か
の
結
論
を
導
き
出
す
か
、
私
の
興
味
は
尽
き
な

い
。●
帰
路
、
里
山
に
中
世
の
歴
史
の
跡
を
訪
ね
る

中
世
の
津
軽
は
、
当
時
の
中
央
政
界
に
な
ん
の
縁

も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
、
濃
厚
に

鎌
倉
幕
府
滅
亡
に
か
か
る
政
変
の
過
渡
期
の
一
事
件

お
よ
び
そ
れ
に
続
く
南
北
朝
の
秘
話
が
あ
っ
た
。
元

弘
三
年
（
一
三
三
三
）
、
執
権
北
条
高
時
は
鎌
倉
で
自

刃
、
孫
府
は
滅
亡
し
た
。
朝
廷
側
に
つ
く
こ
と
を
潔

し
と
し
な
い
旧
幕
軍
の
将
、
安
達
高
景
・
名
越
時
如

ら
は
、
転
戦
し
な
が
ら
津
軽
に
至
り
、
ア
イ
ヌ
の
旧

砦
に
城
を
築
き
、
徹
底
抗
戦
を
し
た
。

寄
せ
手
は
、
神
皇
正
統
記
を
著
し
た
北
畠
親
房
の

子
、
顕
家
が
指
揮
。
激
戦
が
続
い
た
。
九
月
、
早
い

津
軽
の
冬
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
、
龍
城
す
る
軍
首
脳

は
、
こ
れ
ま
で
十
分
幕
府
の
恩
顧
に
報
い
た
と
、
密

か
に
兵
卒
ら
を
逃
が
し
た
後
、
朝
廷
軍
に
降
伏
し
た

も
ち
よ
り

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
今
に
知
ら
れ
る
持
寄
城
の
戦

い
で
あ
る
。
現
在
、
旧
城
砦
に
は
遺
跡
ら
し
い
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
発
掘
時
に
は
焼
け
た
米
が
出

土
し
て
い
る
。

●
里
山
の
再
評
価
か
ら
新
た
な
構
想
力
が
生
ま

れ
る
こ
れ
ま
で
里
山
は
、
法
的
に
保
護
さ
れ
る
対
象
で

は
な
か
っ
た
。
対
象
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
①
原

生
的
自
然
、
②
希
少
種
等
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平

成
六
年
総
理
府
告
示
の
「
環
境
基
本
計
画
」
に
よ
る

と
、
国
土
空
間
を
山
地
・
里
地
・
平
地
・
沿
岸
地
域

に
四
区
分
。
里
山
を
「
里
地
自
然
地
域
」
と
表
現
し
、

そ
の
価
値
を
評
価
し
始
め
た
。

里
山
は
、
自
然
の
構
造
と
機
能
を
人
間
が
把
握
し
、

そ
れ
を
損
ね
な
い
形
で
形
成
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、

適
切
な
手
法
と
管
理
に
よ
っ
て
循
環
と
再
生
が
可
能

な
地
域
で
あ
る
。
里
山
に
埋
も
れ
て
い
た
「
故
キ
ヲ

温
ネ
テ
新
シ
キ
ヲ
知
ル
」
手
法
。
私
た
ち
が
当
面
、

「
持
続
的
利
用
と
発
展
」
を
標
傍
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

今
里
山
の
シ
ス
テ
ム
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

里
山
は
、
生
業
の
拠
点
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
よ
う
に
、
歴
史
を
担
っ
た
人
々
が
往
還
し

た
場
所
で
も
あ
っ
た
。
時
代
を
隔
て
つ
つ
も
、
様
々

な
課
題
を
持
っ
た
人
た
ち
が
往
来
し
た
里
山
地
区
は
、

私
た
ち
に
秘
め
た
る
事
実
の
発
掘
、
フ
ァ
ク
ト
フ
ァ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
必
要
性
を
語
り
か
け
て
い
る
。
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公ﾉ画渇

青森県満山課総括主幹

●
津
軽
相
馬
村
で
の
ネ
イ
チ
ャ

ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

青
森
市
か
ら
国
道
７
号
経
由
の

車
で
約
一
時
間
二
○
分
。
今
日
の

目
的
地
は
津
軽
平
野
の
南
端
が
し

だ
い
に
傾
斜
を
増
し
、
山
地
帯
に

移
行
す
る
あ
た
り
の
野
づ
ら
・
こ

の
辺
り
は
弘
前
市
の
南
隣
の
相
馬

村
で
あ
る
。
村
役
場
の
前
か
ら
ロ

マ
ン
ト
ピ
ア
の
標
識
に
従
っ
て
、

村
立
の
森
林
科
学
館
を
目
指
す
。

四
月
上
旬
、
私
は
里
山
の
景
観

が
優
れ
て
い
る
同
館
を
起
点
と
す

る
「
早
春
の
い
ぶ
き
に
ふ
れ
な
が

ら
里
山
の
歴
史
の
跡
を
訪
ね
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
た
。
対
象

は
青
森
市
内
の
主
婦
た
ち
。
解
説

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
三
点
。

そ
の
一
局
危
う
い
食
物
連
鎖

王
者
の
地
位
」

館
内
の
森
林
生
態
系
に
関
す
る

展
示
物
を
活
用
し
な
が
ら
、
私
が

「
食
物
連
鎖
上
位
者
僅
少
の
法
則
」

と
名
付
け
て
い
る
、
森
林
と
い
う

舞
台
で
の
ワ
シ
タ
カ
類
お
よ
び
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
の
役
割
の
解
説
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
本
テ
ー
マ
に
つ

い
て
は
時
宜
を
得
た
例
が
発
生
し

た
。
海
鷲
で
あ
る
オ
ジ
ロ
ワ
シ
・
オ

オ
ワ
シ
が
本
来
の
餌
で
あ
る
魚
な
ど
で
な
く
、
射
殺

さ
れ
た
エ
ゾ
シ
カ
を
採
食
後
、
シ
カ
に
残
留
し
た
鉛

銃
弾
に
よ
り
中
毒
死
し
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
巡
っ

て
今
年
二
月
、
釧
路
市
な
ど
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
生
態
系
へ

の
理
解
は
他
の
状
況
に
リ
ン
ク
す
る
の
で
、
私
の
指

導
必
須
科
目
で
あ
る
。

そ
の
二
局
境
界
型
と
し
て
の
里
山
の
自
然
」

自
然
と
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
ふ
れ
る
に
は
、
自

然
度
が
高
い
白
神
山
地
な
ど
の
奥
地
林
だ
け
で
な
く
、

交
通
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
多
様
な
環
境
型
式
が
モ
ザ

イ
ク
状
に
散
在
す
る
里
山
地
区
も
格
好
の
場
所
と
な

る
。
都
市
で
も
な
い
、
奥
山
で
も
な
い
境
界
型
の
自

然
で
あ
る
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
①
里
山
は
生
産
拠
点
、
②

生
産
シ
ス
テ
ム
は
再
生
産
・
持
続
型
、
③
生
産
様
式

は
短
期
間
で
の
繰
り
返
し
、
④
里
山
景
観
は
半
自
然
《

⑤
里
山
は
地
元
に
密
着
し
た
自
然
利
用
型
環
境
保
全

の
実
践
場
所
、
な
ど
の
諸
点
の
解
説
を
行
っ
た
。
話

い
と
ぐ
ら

し
の
緒
に
は
参
加
者
に
よ
る
「
里
山
イ
メ
ー
ジ
集
」

が
展
開
の
き
っ
か
け
と
な
る
。

ち
な
み
に
私
の
想
起
す
る
里
山
の
〃
画
像
″
は
次

の
よ
う
だ
。
新
緑
の
さ
わ
や
か
な
雑
木
林
、
涼
や
か

な
風
が
わ
た
る
田
圃
、
メ
ダ
カ
の
泳
ぐ
小
川
、
リ
ン

ゴ
畑
の
春
の
白
（
花
）
・
秋
の
紅
（
実
）
、
黄
金
を
ま

き
散
ら
し
た
か
の
よ
う
な
晩
秋
の
キ
ク
畑
、
モ
ク
モ

ク
と
排
煙
す
る
炭
焼
き
釜
、
路
傍
の
石
碑
、
時
鐘
を

鳴
ら
す
古
刹
、
陶
片
が
散
ら
ば
る
窯
業
跡
、
昼
な
お

薄
暗
い
鎮
守
の
杜
、
村
は
ず
れ
の
古
木
に
加
え
、
サ

ケ
が
遡
上
す
る
川
な
ど
で
あ
る
。
足
下
を
見
つ
め
れ

ば
地
元
に
多
く
の
素
材
が
あ
る
。

そ
の
三
麺
旅
し
、
記
録
を
残
し
た
人
の
足
跡
を
た

ど
る

科
学
館
を
出
て
村
の
東
端
に
あ
る
沢
田
地
区
へ
向

か
う
。
白
神
山
地
の
あ
る
西
目
屋
村
に
近
い
。
沢
田

地
区
に
は
、
旧
暦
の
小
正
月
に
神
明
宮
が
祭
ら
れ
た

岩
窟
に
ロ
ー
ソ
ク
を
と
も
し
、
垂
れ
下
が
る
ロ
ウ
の

形
状
を
も
っ
て
そ
の
年
の
豊
凶
を
占
う
、
と
い
う
奇

祭
が
あ
る
。

今
回
の
私
の
「
中
津
軽
小
さ
な
旅
」
の
目
的
の
一

つ
に
、
今
か
ら
約
二
百
年
前
に
当
地
を
旅
し
た
、
当

時
の
本
草
家
で
あ
り
旅
行
作
家
で
も
あ
っ
た
菅
江
真

澄
（
一
七
五
四
‐
一
△
一
九
）
の
旧
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
車
を
降
り
、
歩
く
。
祭
り
が
行
わ
れ
る
岩
窟
の
あ

る
岸
壁
の
下
に
咲
く
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
を
撮
影
し
、
壁

を
見
上
げ
た
と
き
だ
。
カ
モ
シ
カ
が
現
れ
た
。
歩
行

様
式
と
し
て
「
蹄
行
」
を
選
ん
だ
彼
ら
は
、
他
の
野

生
動
物
が
行
動
で
き
な
い
峻
険
な
場
所
も
利
用
で
き

る
。
生
活
領
域
を
広
げ
た
と
い
う
べ
き
な
の
か
、
そ

れ
と
も
良
好
と
は
思
え
な
い
岩
稜
地
帯
に
生
活
域
を

持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
べ
き
な
の
か

は
、
解
釈
が
分
か
れ
る
。

さ
て
、
江
戸
中
期
に
、
白
神
山
地
を
踏
査
後
、
沢

田
地
区
を
通
り
、
作
沢
川
沿
い
に
現
在
役
場
の
あ
る

中
心
地
を
経
由
し
、
弘
前
市
へ
抜
け
た
菅
江
真
澄
は
、

「
つ
が
ろ
の
お
ち
」
に
こ
う
記
し
て
い
る
（
ロ
ー
ソ
ク

祭
り
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
記
述
は
な
い
）
。

「
（
略
）
沢
田
と
い
う
村
に
く
る
。
こ
の
あ
た
り
の

ろ
う
こ
う

わ
ざ
と
て
竹
箕
、
篭
匝
造
り
、
田
は
た
作
り
ぬ
。
（
略
）

こ
の
、
さ
く
さ
は
（
作
沢
）
川
の
高
は
し
と
て
、
あ

や
う
き
ひ
と
つ
の
橋
を
渡
り
、
山
路
は
る
ば
る
と
、
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②水源林の整備，③都市近郊林の

整備，④野生生物の保護・管理，
⑤森林レクリエーション施設の整

備，の5項目に分けられていると

する。各住民は，確定申告のとき

に，このうちの2つを選ぶ，とい

うような選択法が考えられる。も

ちろん，地域の環境整備・保全に

関する予算は，議会の審議を経た

予算をメインとする。

一般に，大衆消費社会では，消

費者のニーズは市場を通して把握

される。それは，実際にお金を払

うという行為がシビアな選択を行

わせるためである。この市場原理

の長所を，地域の環境整備・保全

のための予算配分（これは－種の

重み付けに相当する）に導入しよ

うというのが選択的目的税を提案

する理由である。

選択的目的税は，まだ構想の段

階であって，具体的な方法につい

ては考えていない。この構想は，

地域レベルの環境整備・保全など，

蟻潔ﾐ灌終回写
田中和博の

選撫霧圏的税
扇
菖

＃
眉

§
醤
§

：
跡

§
脂

聯

＃
§
§

；
：

§
§

§
藍
＃

§
輿

；
＃

§壁
3
降

静
§
X
§
；
§

§
＃
：
§
爵
＃

；

i
：
罫

§

；
§
§
副
＃

価値観が多様化している現在，

多くの人々が納得する森林計画を

作成することは大変難しい。しか

し，地域住民のニーズを数量的に

把握し，その結果を基に森林計画

を作成するとすれば，結局のとこ

ろ，各種のニーズに対して重み付

けをするしかないのではないかと

思っている。そして，いま必要と

されていることは，地域の環境整

備や森林管理に対する住民のニー

ズを定期的に調査して客譲的に重

み付けをすることができる社会シ

ステムを早急に確立することであ

ろう。そのような社会システムと

して選択的目的税を提唱している。

環境整備のための選択的目的税

とは，自分が支払っている税金の

一部について，その使い道を,確定

申告のときに，いくつかのオプシ

ョンの中から選択することができ

るようなシステムのことである。

例えば,地域の環境整備･保全の

ための目的税として，納税者1人

当たり年1000円を納めてもらう

とする。この税金は住民が所属す

る地域の環境整備・保全のために

使われるが，その内容は前もって

幾つかの項目に分けられていると

する。例えば，①河川の水質浄化，

…雲…需一舜齢卜津一巽・争‘’配・》△塔ロ

藤堂菫綴蕊 林業八の新規就業者の概要業 就 概要芭磁

健全で機能の高い森林づくりを

進めていくためには，それに必要

な体制の整備と合わせて実際に森

林づくりを行う人材が必要である。

農林水産省が行った林業への新

規就業者に関する調査結果をみる

と,平成7年6月から平成’0年5

月の3年間に新たに林業に従事す

るようになった者は，他産業から

の離職就業者が78％,新規学卒就

業者がl5%となっている｡年齢別

では29歳以下が34％，30～39歳

が20%となっており,若年層の就

業する割合が高くなっている。ま

た，出身別では，林家等以外の子

図①林業への新規就業者の概要 図②就業の動機（複数回答）

％
帥

その他の就業者新規学卒就業者 離職就業者

議鰯就業前
の状態

囮自然の中で働きた
かったから

図時間が自由にとれ
るから

圃曝境保渡に関心が
あったから

囚田舎幕らしをした
かったから

同継承など家の事'脳
から
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激鍾霊謹織
Ｆ
巾
記
牌

林政拾遣抄地域住民の生活に密着したものに

限定しており，新規大型プロジェ

ク|､等の採否については対象とし

ていない。また，選択項目の内容

については，各層の代表者や専門

家を交えた委員会等で毎年見直す

ものとする。

縦割り行政の縄張り意識がある

かぎり，各省庁や各部局が自ら予

算を削減することはほとんど不可

能であろう。選択的目的税であれ

ば，地域住民の意向によって予算

が増減することになる。より多く

の予算を獲得するためには，地域

住民の理解を得る必要があり，そ

のために各種の報告書も地域住民

を対象とした書き方に改められる

であろう，と期待している。選択

的目的税の導入は，マークシート

等を使えば，それほど難しいこと

ではないと思っている。

(たなかかずひろ／
京都府立大学農学部教授）

※ご愛読ありがとうございました。
次号からは新ゼミが開講します。
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賛成すると同時に「風景分収

林」の構想を提案したい。風景

分収林とは，「美しさ」という収

益を公共のために提供する森林

で，その美しい風景林を不特定

多数の多くの人のボランティア

活動で造ってはどうかという提

案である。

嶋村さんの話｡｢太古の昔から

人々に大切にされ，自然の美し

さを保っていた広葉樹の森は，

昭和30年ごろからスギ,ヒノキ

の人工林に変わりました。しか

しそのスギ，ヒノキは全く売れ

ず，昨年の台風ではバタバタ倒

れてしまいました。山では食え

ないので若い人はすべて都会に

出てしまい，村は老人ばかりに

なりました」若者を引き止めな

い集落の森，その森を再生する

にはどうすればよいか｡｢風景分

収林」案はそのひとつではない

か。（筒井迪夫）

前回に引き続き飛鳥川上流の

水源の森のあり方を取り上げる。

そこでも触れたが，栢森（かや

のもり)集落総代で72歳の嶋村

さんの話は印象的であった。

「集落の近くの森は生活資材

としての薪炭材を伐り出してい

ましたが，その奥の水源地近く

の森はく神聖な森＞として大切

にされていました。子供のころ

はここの森は広葉樹でいっぱい

で，その森で山の仕事をしてい

ました。その山は四季のそれぞ

れになんとも言えぬ美しさでし

た。特にツツジとユリの美しさ

は頭から離れません」

栢森は今でも棚田が連なり，

その下を飛鳥川の清流が流れる

土地である。この古くから続く

美しい日本の「心の原風景」を

残そうと，98年8月には地元の

水谷さんが「森の手づくり塾」

を創設された。この話にヒント

を得た同行の清水英毅さん（サ

ンワみどり基金）は

｢飛鳥川の原風景を

とりもどす仲間の

‐
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!‐‐蛍日と薯,率睡究！“唖桑尹.fも.…認糞走塁＃『晶塞ﾛ辱唖｣L』山旦

弟が72％となっている（図①参

照)。

就業の動機についてみると，林

業という産業の特性を反映し「自

然の中で働きたかったから」が52

％を占めている。また，近年の森

林と環境に対する関心の高まりか

ら，「環境保護に関心があったか

ら」（'7％)を挙げる者も多かった

(図②参照)。

一方，林業への就業に当たり，

どのような課題があるかについて

みると，「収入・資金など金銭面」

が42％と最も多く，次いで｢伐採

作業などに伴う危険性」（37％)，

｢健康面や体力面」（33％)，「林業

に対する将来展望」（30％)となっ

ており，88％の者が林業に対して

何らかの支援対策を望んでいる。

望む支援対策としては,r補助事

業.制度資金の充実」が48％と最

も高く，次いで「年金・労災等社

会保障制度の充実」（43％)となっ

ている。

睦
卸
陸

自
浄
尹
描

隙
．
１
１

_ご』一心｡■=』邑里L~.』ﾛ津一・
’匡

一

＝■r,
『口

再

会」を作ってはどう

かとの提案をしてい

る。事務局を栢森に

置き，地元の森林組

合や林業家を主力に

森づくりネットワー

クを作り，それを都

市の財団やNGO等

が支援する体制を整

えてはどうかという

提案である。賛成で

ある。

ー

f

かやのもり

▲段々畑の広がる栢森風景

！
■■JFD画、奇¥冊､■や■ﾛ丑洩竪津趣都串口迩
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一ン〈茨城県支部〉

新昇丘雲ン 茨城県・新県庁舎(行政庁舎と議会庁舎）

I
■

茨城県では,平成II年4月8日 新県庁舎は,21世紀におけるさ

に新県庁舎で開庁式を行い，69年7年度にかけて基本･実施設計，7らなる発展を目指す茨城の象徴と

間続いた水戸市三の丸の旧県庁舎年度から’0年度に工事施工と6して，①永く県民に親しまれ県の
(水戸城跡地)から水戸市笠原町に年間の期間と工事費約800億円を象徴にふさわしい風格を備えた庁
引っ越しをしましたので紹介ぃた費やし完成に至っております。こ舎，②緑豊かな都市景観の形成に

の問,工事に参画した会社は99社寄与する庁舎，③高度情報化や国します。

で従事した作業員は32万人と，ま際化など行政需要の多様化や複雑新県庁舎は,JR水戸駅から南へ

さに茨城県の20世紀最後の大事化に幅広く対応できる庁舎，④関約5キロの林野庁の林木育種セン業であったといえます。
建物については,行政庁舎,議会東大震災クラス（震度7）に耐え夕一跡地に建てられたものです。

県庁舎の建設にあたっては，約37庁舎,警察本部庁舎,福利厚生棟の得る防災機能を備えた庁舎等の理
haを平成4年度に国（林野庁）か4つの建物から成っており，行政念の下，永く県民に親しまれる庁
ら買い受け,そのうちの15haを敷庁舎は地上25階地下2階高さll6舎となるよう建設されたものです。

地として使用し，平成5年度からmで県内一の高さを誇っています。特に，移転場所が林木育種セン

鐸……騨壗…一…詞…・兎……症…蝉丁…観……’j鋸一.‐----,‐唖公．典,▲‐………….芝￥弾4窒乎浮需…零今＝一軍竺写琴望豊等号真費琴宰,揮澤浮智…巽正司墨q型杢"ニコ手
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’ 語られることとなった。森林の大｜

胆なゾーニングと民営化による栽

培的林業と工業的生産により木材

貿易の拡大戦略を展開しようとすI

るニュージーランド，環境財としI

ての要請が強まる一方で木材貿易

の国際化により伝統的な林業経営i
が困難になりつつあるドイツやスI

イス，「持続可能な森林経営｣以前1

の管理体制にある中国，ロシアな’

どヘルシンキ，モントリオールプ；

ロセスに属する11カ国の森林･林・~…一厘“

業の現状や｢持続可能な森林経営」

に向けた政策展開と制度面での整

備の状況がつぶさに紹介されてい

る。

本書を通読して感じることは，

ロビン・クックの言にあるように，

それぞれの国の現実や森林と人と

日本林業調査会編

本
の
紹
介Ｉ
諸外国の森林・林業
一持続的な森林管理に向けた世界の取り組み一

発行所：㈱日本林業調査会
〒162-0845東京都新宿区市ケ谷本村町3-26ホワイト

ビル内公03(3269)3911FAXO3(3268)5261

1999年3月25日発行A5判|,403頁

定価（本体2,857円十税）

「大西洋を挟んで，異なる二つ

の文化がある。アメリカ人は大き

な車に乗って電気を使い放題とい

うライフスタイルを捨てたくない

らしい。他方，ヨーロッパ諸国の

人々はそんなぜいたくを慎もうと

する｣。1997年6月，地球温暖化問

題が議題の1つであったデンバー

サミットでのロビン・クック英外

相の言だそうである。

リオ・サミットでのr森林原則

声明｣以来,｢持続可能な森林経営」

の確立に向けた枠組みづくりのた

めの取り組みが各国でなされてき

ている。わが国でも,森林資源基本

計画の改訂,モデル森林の設定,森

林資源モニタリング事業の実施な

ど｢持続可能な森林経営｣の実現化

に向けた政策・制度的枠組みが整

備されつつある。しかしながら，

｢持続可能な森林経営」の具体的な

実像は莊漠としたままである。当

然，それを支援する地域レベルで

の既存の諸制度をどう再編整備し

ていくか，についても手探りの状

態にある§ぅぞぅ
今回，鍔々たる執筆陣によって

諸外国の森林政策への取り組みが
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rいばらき八溝材」使用の福利厚生棟内部

夕一跡地ということから，県庁舎

はできるだけ環境に配慮し,｢緑の

多い県庁舎」のイメージでアカマ

ツ・クロマツ・サクラ・コナラ・

モミジバフウなど同センターの既

存木約30種300本を移植して緩

衝緑地帯として活用しているほか，

修景緑地として，敷地の東西に設

けられた池と公園のイメージで季

節感のある落葉樹等の中高木70

種'’400本と花木類33種数万本

で整備されています。

各庁舎の建物外装には,｢茨城ら

しさ」を表現するために，県産石

材の花崗岩が使われていますが，

県産木材についても「いばらき八

溝材」約5,000枚のスギ板材が福

利厚生棟のアリーナに使用されて

います｡行政庁舎の25階の展望ロ

ビー（高さ108m)は，閉庁日に

も利用できますので，ぜひ水戸市

街や大洗の海，筑波山，男体山，

那須連山などの眺望を楽しまれて

はいかがでしょうか。

(茨城県農林水産部林政課／

川原井正孝）

の交流の歴史を反映した森林に対

する基本的な思想・哲学の違いで

ある｡｢持続可能な森林経営｣が｢森

林条約」へと発展していく道のり

はなお厳しいようだ｡そもそも｢持

続可能な森林経営」とは何か？

その本質を考えるうえで本書は貴

重な情報を提供してくれる。

(森林総合研究所林業経営部長／

坂口精吾）

本書の執筆者:手束平三郎,藤澤秀夫，

仁多見俊夫，沼田善夫，槙道雄，山

縣光晶，鶴助治，柿澤宏昭，木平勇

吉，村罵由直，餅田治之，植木達人

f喀識

完
ク

！

技術もないくせに，林学科を卒業したというだ

けで「林業技術者」の仲間にこっそり入っている

私。今までの仕事はほとんど役所の企画財政畑で，

計画や予算査定，統計，広報広聴ですから，仕事

を通じて技術を身に着けることもありません。全

く恥ずかしいかぎりですが，人と情報は集まって

きますから，林政にかかわる仕事も少しはできる

ものです。

もう4年も前のことになりますが，流域管理シ

ステムは市町村広域行政の推進であると考え，議

会の議決を経て，－部事務組合の事務として広域

林政の企画の事務を置きました。行政から見れば

こういうことは重要で，圏域全体の発展のために

多数の市町村の思惑を調整するには，制度的な裏

付けの下で優秀な人材が集まりやすい仕組みを作

っておくことが何より重要なのです（残念ながら

今のところあまり機能していないような気もして

おり，何が問題になっているのか勉強しようと思

っています)。

国勢調査や農林業センサスで家々を回って話を

聞けば，森林や磯地に対する住民の方々の思いも

何となくわかります。そんな情報を持って農林部

局と議論すれば，新たな施策が生まれてきたりす

るものです。結局，農地や森林の保全管理のため

の法人を作りました。経営的に成り立たせるのは

難しいから，最初から公的支援をはっきり打ち出

し，広報で必要性を訴えて住民の理解も得られま

した。法人の主な仕事は，超小規模な棚田のほ場

整備，農作業の受託，集落周辺森林の手入れ，下

流の住民をターゲットにしたアイガモ米の販売な

どです。幸いにして地域の方々の懸命な努力で今

のところうまくいっているようです。

私の場合，技術のない「林業技術者」で大変問

題なのですが，いろいろな立場で森林・林業のた

めに役立ちたいと思っている人はたくさんいます。

そんな人を味方に付けて一緒に施策を考えていく

姿勢が，行政に携わる林業技術者にとって大事な

んだろうな，と思います。（まっすぐ）

（この欄は編集委員が担当しています）
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塵参1 行i事名I期間 主他団体／会場／行事内容等 "'!酎鰯
；

平成11年度全日本学校|鼎l
係緑化コンクール

募集中～
9.30締切

棚国土緑化椛進機榊(東京都千代田区平河町2-7-5砂防会館内盃03-3262

-8451)／瀞少年の緑化活勤および学校における緑化教育の一瞬の推進を
図るため学校関係緑化コンクールを実施／甑類：①学校林等活鋤コンク

ール②学校蝋境緑化コンクール。
㈹全国中学校産業教育教材振興協会(東京都中央区H本橘小舟町1-4-7"
03-5640-8028)/木のもつ暖かさ，素朴さ，親しみやすさなどを木材加工

作品を作る牌びを通じて体得し,併せて作品製作の中から独ﾊﾘ性の表現
力，木材加工技術の向上を期待する／募染対象校：全国の中学校約
11.200校。

樹と水と人の共生フェスタ'99inかわかみ実行委員会(奈良県吉野郡川上

村1335-7川上村役場産業振興課公07465-2-0111/川上村内一円／全日
本そまびと選手樋大会，山のクラブI､教室などの各禰イベントを開催。

募集

中学校技術・家庭科生徒{1
品コンクール

6.1～

9.20締切

〃
出町

奈 良 樹と水と人の共生フェス
タ'99inかわかみ

6.理～

11月末日

月7

！区三分↓行事名 主催団体／会場／行事内容等期間 ；ざ
一一

駿阜|:濡青ﾐーﾃｲﾝグ中
環境教育ミーティング中部'99実行委員会（岐阜県大野郡滴見村牧ケ洞

4434-1森の自然学校本部内aO577-68-2300担当：越智／大野郡溝見村
ウッドフォーラム飛騨･パスカル消見／中部地方で自然体験活動，学校教
育活動をはじめ,いろいろな分野の環境教育や環境学習にかかわり関心を
もつ人や団体が,それぞれの成果および問題点を悩報交換し､環境教育プ

ログラムのあり方についての討識・研究活動を行う。
東京都立腿林澗等学校(Wimili勝沼1-60a0428-22-6135)/昭烏市拝烏

町4018-1rフオレス1，．イン昭和館」冠042-542-1234/全図の林業科お
よびこれに準ずる学科を股縦する筒等学校の関係蝋員が集い,高等学校に
おける林業教育の当而する論問題について総合的な視野と専門的な立場
に立って研究協識および愉報交換を行い林業教育の充実と振興を図る。

7ざ9～11

ﾛ ﾛ
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東京第38回全国高等学校林業
教育研究協議会総会並びに
冊院大会
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第45回林業技術コンテスト受賞者

彗
越
迩
馬
“
平
唖
丼

一
吾
え
恵
埜
利
”
徳

慎
蕩
干
竺
蕾
一

林業機械路線作設技術実証について

ミズナラ人工下種林分の密度管理（第2報）

モーターを利用した枝打ち機の考案について
〃

智
翠
上
坤
川
誰
上

愛媛県農林水産部林業振興課

北海道森林管理局札幌森林センター

九州森林管理局熊本南部森林管理署

株式会社森和人吉支部

林
野
庁
長
官
賞

{主藤舗 函館分局室蘭事務所 新規火山灰堆積地におけるトドマツの束植えの成長過

程（第2報）及び今後の取扱いについての検討

スギ長伐期林における穿孔性害虫による加害調査一一

ゴトウヅルとコウモリガのかかわり

緑化工事におけるシカの被害対策工法について
〃

｢軽井沢野鳥の森」の森林施業について
〃

亜高山帯育成天然林施業の保育試験
〃

吾

日
本
林
業
技
術
協
会
理
事
長
賞

かずひさ

－久
童圭騒
＝＝＝ノロ

まさかつ

關勝
一美
ふみJJ

文雄

溶豐

購も
敏雄

鷆
緒逢闘
串擶

÷阜
伊豆

菅他
武藤

東北森林管理局森林技術センター

〃〃

関東森林管理局大間々事務所
〃〃

中部森林管理局佐久森林管理センター

〃軽井沢森林事務所

名古屋分局飛騨森林管理署
〃〃

本年，「第45回林業技術コンテスト」は,511251:1，本会で|＃l州され

て18件の支部推せんによる発表がありました。全発表内容（要旨）は，

林業現場で得られた此砿な成果につい

8)1号と9月号で紹介の丁･定です。
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社団法人日本林業技術協会第54回通常総会報告

平成11年5月26日（水）午後1時30分から，虎ノ門パストラル（東京都港区虎ノ門)本館1階｢葵の

間」において開催，会員307名（委任状提出者7,403名）が出席して艤大に行われた。

三澤理事長のあいさつに続いて林野庁長官山本徹氏，森林総合研究所所長大貫仁人氏および日本林業

協会会長須藤徹男氏から祝辞をいただいたあと，第45回林業技術賞受賞者の表彰,第45回林業技術コン

テスト受賞者の表彰,第10回学生林業技術研究論文コンテスト受賞者の表彰,第3回日林協学術研究奨励

金対象者の発表および本会永年勤続職員の表彰を行った。

引き続き総会議事に入り，議長に中川清郎会員を選出し，下記議案について審議が行われ，それぞれ原

案どおり承認可決された。なお，三澤理事長の辞任と弘中義夫氏の新任理事長の就任が承認された（6月

1日就任)。

第54回通常総会決議公告

平成11年5月26日開催の本会通常総会において次のとおり決議されましたので

会員各位に公告します。

平成11年5月26日

社団法人日本林業技術協会

理事長三澤毅

第1号議案平成10年度事業報告および収支決算報告の件…･…………．．………原案どおり承認可決

第2号議案平成11年度事業計画および収支予算の件………･……………．．……原案どおり承認可決

第3号議案平成11年度借入金の限度額の件………………………………………原案どおり承認可決

第4号議案定款一部改正の件……･……･…………･………･……………･………原案どおり承認可決

第5号議案辞任役員の後任選出の件・…･……．．…･…･……………………新任役員を選出，承認可決

第6号議案その他

⑳薑禦年度事業報告および収支決”篝として｢'立つ戦…'上げれ‘‘○平成10年8月に'1林協ホームページを開設し,協

会の業務内容に加え，『林業技術』の創刊号から最

平成10年度の事業については，機関誌『林業技術』 新号までの11次データ等を収録し，会員はもとよ

の刊行，〈日林協学術研究奨励金>の交付，各種研究発り広く一般に林業情報の開示を行った。

表会の開催，林業技士の鍵成，海外研修生の受入れ等○図書の隅版では，森林施業に関する技術図書『オ

各種研修の実施，林業技術の開発・改良・普及に係るオタカの営巣地における森林施業』,海外開発援助

諸事業を的確に行うとともに，当協会の有する技術力に関する図薔『|淵発は誰のために』，わが国森林の

を活用した各種調査事業，航測事業国際協力事業等英文紹介図書『THEFORESTSOFJAPAN｣,

を積極的に推進することとして計画の策定を行った。会員配布図書『森林の環境100不思議』を刊行し

実行結果は，わが国経済の引き続く低迷や国の行財た。

政改革が推進される中で，各種事業の受注量がいずれ○国内の調査轆業は，公共事業の見直しによる新規

も昨年度に比べ大きく減少するなど大変厳しいものと着工の抑制等から，林道および治山事業に係る調

なったが，効率的な事業実施はもとより，諸費用の抑査が昨年度に引き続き減少し，希少野生動植物の

制に努め，また，関係機関および会員各位のご指導，保全や多様な森林造成等に関する調査・研究，ダ

ご支援により，当協会が本来的使命としている諸事業ムや送電線の建設に係る環境調査のウエイトが高

については概ね当初予定どおり実施することができた。まった。
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○国際協力事業では，東南アジア，中南米，アフリ

カの5カ国において開発調査等を行ったほか，11

カ国に技術者派遣を行った。また，熱帯林管理情

報システム整備事業についてベトナム，ミャンマ

ーの2カ国を対象として行った。

○業務の円滑な推進を図るため,平成10年6月に大

阪事務所を開設した。

ことなどがあげられる。

1．会員，会議支部等に関する事項

（1）会員数（平成11年3月31日現在）

林野庁支部(228)，森林総合研究所支部（93)，林木

育種センター支部（22)，森林技術総合研修所支部

（29)，森林開発公団支部(327)，森林管理局･分局支

部（2,357)，都道府県支部(5,142),大学支部(804

うち学生460)，本部直結分会（90)，個人会員

(1,409),特別会員・甲(124)・乙(85),個人終身

会員（618)，外国会員(9)，合計11,337名（前年度

比466名の減）

（2）会員のための事業

①会誌『林業技術』の配布，②技術参考図書の配布

『森林の環境100不思議』（平成10年度配布図書),

③林業手帳，林業ノートの配布，④ファイル，バッ

ジの配布，⑤出版物の会員割引，⑥その他

（3）総会

第53回通常総会を，平成10年5月26日，虎ノ門パ

ストラルにおいて開催，次の議案を可決した。

第1号議案平成9年度事業報告および収支決算報

告の件

第2号議案平成10年度事業計画および収支予算

の件

第3号議案平成10年度借入金の限度額の件

第4号議案定款一部改正の件

第5号議案任期満了に伴う役員改選の件

（4）理事会

第1回理事会平成10年5月18日開催

第2回理事会〃10月20日〃

（5）支部連合会および支部に関する事項

①支部連合会大会を次のとおり開催し，本部から役

員が出席した。

北海道支部連合会大会（札幌市･115),東北･奥羽

支部連合会合同大会（盛岡市．8.27～28)，北関東

・南関東支部連合会合同大会（千葉市．

10.26～27)，中部・信州支部連合会合同大会（静

岡市・1010～11)、関西・四国支部連合会合同大
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会(大阪市．1029～30),九州支部連合会大会(佐

賀市．10.16～17）

②支部連合会および支部の活動のため，次の交付を

行った。

ア支部交付金，イ支部特別交付金，ウ.支部連合

会大会補助金，エ.支部活動助成金

2．事業報告

（1）会誌の発行

会誌『林業技術』の編集に当たっては，森林・林業

に関する技術の解説や時事的な話題および関連情報を

迅速・的確に会員に伝達することを中心に，会員の技

術向上に役立つ記事の充実に努力した。発行部数Nq

673～684,合計149,500部。

（2）技術奨励等

①21世紀に活雌が期待される若手研究者･技術者の

育成を目的とするく日林協学術研究奨励金〉制度を平

成9年度に創設した。10年度第2回は,33件の応募が

あり，慎重審議の結果，3名を決定，規定の交付金を

交付した。

②〈第44回林業技術賞〉ならびにく第44回林業技

術コンテスト>，〈第9回学生林業技術研究論文コンテ

スト〉の審査を行った。③林業技術振興のため林野庁

・営林（支）局・地方庁主催のく業務研究発表会〉等

に役員を派遣し，入賞者に対し記念品を贈呈した。④

林木育種協会との共催でく平成10年度林木育種研究発

表会〉を行った（森林総合研究所・10.11.5)。⑤〈第

45回森林・林業写真コンクール〉(後援・林野庁)を行

い入賞者には賞状，賞金，副賞を贈呈した。⑥関東地

区在住の林野関係退職者等を対象として,<番町クラブ

例会〉（講演・年9回）を開催した。

（3）林業技士養成事業

農林水産事務次官依命通達および林野庁長官通達に

基づき，森林・林業に関する技術の適用，普及等の適

正な推進を図るため，専門的技術者の養成・登録を行

うく林業技士養成事業〉を引き続き実施した。10年度

の各部門別の認定者は次のとおりである。

森林評価（認定10人・累計381人)，森林土木（91

人・4,707人)，林業機械(10人・450人)，林業経

営（46人・3,029人)，計（157人・8,567人）

（4）技術指導および研修

①林業技術の向上とその普及に資するため，大学・

研修機関等へ本会役職員を派遣した（10件)。

②空中写真の利用技術の向上と普及に資するため，

引き続きく空中写真セミナー〉を開催した（第21



平成10年度収支予算に対する実行額の対比(別表1）

支出収入

10年度予算額 決算額 増減科目 10年度予算額 決算額 増減 科目

千円
109,837
703,997
60,700

568,083
1,078,064

461,329

59,532
0

千

△1

4108,0

△4，3

10,0

23，0
△8，6

29，5
450,0

円
開
明
帥
開
削
門
駆
叩

千円

,000
.000

,000

.000

.000

.000

,000

千円
36,691
789,519
53,014

641,154
1.147,801

492,016
29,346

千円

△1,309
△36.481
△1.986

46.154
37.801

△7,984

3,346

千円
,000

,000
,000

,000

,000

,000
.000
,000

会員費

研究指導贄
一般事業費

航測事業費
調壹事業費
国際事業費

その他支出
予備費

会費収入

研究指導収入

一般事業収入
航測事業収入

調査事業収入
国際事業収入
その他収入

８
６
５
５
０
０
６

３
２
５
９
１
０
２

８
５
１
５
申１

０
２
５
８
５
０
０
０

１
１
６
５
５
７
３
５

１
８
５
０
４
●１

3,041.542 △108,458一
口 3,150,000 3,189,541 39,541

《
ロ 計 3,150,000計

(gﾛ捨五入による）

平成10年度収支決算報告書
日
日
１
訓
月
月
４
３
年
年
０
１
１
１
成
成
平
平
自
至〔損益計算書〕（別表2）

方賞借 方

金額金額 科 目科 崖’

千円
36,691

789,519
14,048

5,127
351,355

360,246
58,743
53,014
641,154
43,618

246,082
224,383
127,071

1,147,801
492,016
29,346

10,571
5,742

13,032
111,220

千円
67,718
365,833

6,172

3,792
130,642

221,026
4,200
49,397

280,547

978

131,426
90,703

57,439
484,958

227,102

1,506,057

1,162,355
343,703
292,362

398
4,526

37,739
560

249,140
26,788

会 員賛
研究指導費
技術指導費

研修費
調査研究費
航測研究費

技術開発費
一般事業費

航測事業費
航測検萱費
航測費

写真作成費
森林測定費
調査事業費
国際事業費
一般管理費

人件費
運営費
その他費用
支払利息

固定資産除却損
減価償却費
雑損失
引当金勘定繰入
当期剰余金

合計

会
研
費収
究指導収

技術指導
研修収
調査研究

航測研究
電算処理
般事業収

測事業収
航測検査
航測収
写真収

森林測定
査事業収
際事業収
の他収

会館収
受取利
雑収
当金勘定戻

入
入
入
入
入
入
入
入
入
入
息
入

入
入
収
収
収
収
入
入
収
収
入
入
入
入

航

調
国
そ

引

3,300,762計3,300,762 合

（皿捨詞入による）

⑤次のような技術交流を実施した。ア）台湾視察研

修団一森林火災の防火・消火技術，イ）中国福建

省林業考察団一林業経営，ウ）中国天然林保護技

術交流団一天然林保談技術，エ）日中林業技術交

流団一中国中南および華東部流域保全のための森

林施業

（5）林業技術の研究・開発

調査研究関係では，森林に対する環境保全機能や水

回10.10.12～16,18名)。

③海外研修生の受け入れ:12件,11カ国から24名

の研修生を受け入れた。

④職員研修：本会内部研修をはじめ自然環境研究セ

ンター，国際開発センター等が実施した各種研修

10コースに延33名を参加させるとともに，各種学

会・シンポジウム・セミナー研究会等に職員を出

席させた。

林業技術No.6871999.6-⑳



〔貸借対照表〕（別表3） 平成11年3月31日現在

借 方万 貸

た。またこれらの技術をもとに，リモートセン

シング解析が主体となる国内外の各種調査・研

究事業を推進した。

コンピュータ利用の分野では従来から実施し

ているパソコンの原則職員1人1台の導入につ

いて補充整備し，各自業務の高度化，効率化に

供した。さらに，当初に述べたインターネット

<日林協ホームページ>の開発にあたっては，そ

の企画・編集・ファイルの作成・開設のすべて

について独自に行った。

（6）航測事業

豊富な経験と蓄積された高度の航測技術を活

用して，利用目的に応じた空中写真の撮影，正

射写真図等の作製・解析，森林基本図等の地図

の作製・修正および空中写真の作製・頒布等を

行うとともに，その効果的な活用について，技

術の開発・普及を推進した。

①空中写真撮影

森林計画樹立，地形図作製，森林保全調査，

治山計画調査等のために，モノクロ，カラー

等の空中写真の撮影を行った。

普通焦点．モノクロ撮影(RC-2021/

23）？森林計画(8件,382,900ha)・森林保全

調査（8件,81,600ha),森林調査(1件，

12,000ha)｡普通焦点･カラー撮影：林道計画

（3件,8,000ha),都市計画(1件,10,200

ha)。普通焦点・赤外カラー撮影：活力調査

*,6,400ha)。

測量

科
百
一
一 金 額 科 目 金額

千円
2,635

188,351

10

2,115

851,075

100,000

5,570

710,046

500,000

200

47,096

15,039

323,609

2,193

84,206

255,712

113,555

23,674

100,654

27,621

9,804

5,836

千円
153,855

100,000

290,395

52,360

399

1,900

110,000

523,995

4,140

113,000

1,300,000

51,000

174,026

50,000

64,000

353,143

26,788

現
普
当
振
定
員
売
末
有
仮
賞
棚
仕
前
保
士
建
設
器
部
出
敷

金
金
金
金
金
託
金
金
券
金
金
品
品
金
金
地
物
備
品
林
金
金

未払金

短期借入金

前受金

預り金

仮受金

預り保証金

納税引当金

退職給与引当金

貸倒引当金

修繕引当金

施設充当引当金

技術奨励金等引当金

基本金

新技術開発研究基金

設備充当積立金

繰越剰余金

当期剰余金

一
型

預
預
貯
預
信
証
掛
収
払
付
卸
掛
渡
積

通
座
替
期
付
価

険

備具

分
資

《
ロ

ヨ
ロI

《
ロ3,369,000 計 3,369,000

（四捨五入による）
ha)。普通焦点・赤外カラー撮影：活力調査

〔剰余金処分〕（別表4）（四捨五入による）
（2件,6,400ha)。

②測最1繰越剰余金353,143千円

2当期剰余金26,788千円 森林計画のための正射写真図の作製，空中写真判

計379,931千円 読による林相図の作製，森林基本図の経年変化修正，

これを次のとおり処分する。 地形図の作製等を行った。

1繰越剰余金379,931千円また治山計画，土地利用計画等の設計計画図とし

て大縮尺地形図の作製および分収造林契約地等の境

土保全機能の高度発揮の要請が高まりつつある中で，界測量，境界図の作製その他の調査等を行った。

生物多様性の保全の観点に立った森林生態系や遺伝資正射写真図作製(9件,136,264ha),森林基本図

源の保護と活用方法の検討，緑景観など生活環境の保修正(3件,13,959ha),治山調査図作製(2件,300

全のための森林のあり方の検討，あるいは水源地森林ha),造林地管理図作製(2件9188ha),境界図作

のもつ水土保全機能の解明とこれらの機能を高度に発製(6件,6,172ha),施業基本素図作製(6件,17,509

揮させるための方策の検討など多岐にわたるテーマにha),森林調査図作製(3件,8,320ha),大規模林

ついて取り組んだ。道活用事例調査（1件,8,152ha),地形図作成(2

航測関係では，リモートセンシング技術とGIS技術件,400ha)。

およびデジタルオルソ作成法の検討や計画構造物入り③空中写真作製・頒布

鳥かん画像の開発など解析システムの活用検討を進め空中写真の効果的な活用と普及に努めるとともに，

１
２
繰越剰余金353,143千円

当期剰余金26,788千円

計379,931千円

これを次のとおり処分する。

繰越剰余金379,931千円1
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平成11年度収支予算書（別表5）

収
一
項

入
目

出
一
目

支
一
項

千円
36,000

千円
64,000
3,000
2,000
40,000

千円
36,000

干円
109,000会費収入 会費収入

《
室 員費 会誌発行費

支部交付金
支部補助金
技術奨励費

補助事業収入 268,000胴測研究収入
技術指導収入

254,000
14,000
補助事業贄 254,000

16,000
270,000航測研究費
技術指導費

事業収入 2,670.000研
調
航
電
一
航
航
写
森
調
国

修収
萱研究収
測研究収
算処理収
般事業収
測検査収
測収
真収
林測定収
査事業収
際事業収

入
入
入
入
入
入
入
入
入
入
入

6,000
320,000

66,000
50,000
55,000
45,000
250,000
210,000
70,000
1,048,000
550,000

事業贄 2,546,000研修實
調査研究費
航測研究費
技術開発費
一般事業費
航測検査寶
航測費
写真作成費
森林測定費
調査事業費
国際事業費

12,000
300,000

66,000
49,000
61,000

43,帥0
240,000
185,000
65,000
1,005,000
520,000

その他収入 会館収入
受取利息
雑収入

26,000 10,000
4,000
12,000

固定資産取得等支出 30,000部分林
設備備品費

1,000
29,000

予備贄’45,000 45,000

計 3,000,000 計3,000,000 3,000,000 3,000,000

(四捨五入による）

ヴィエン地域森林保全流域管理計画調査（第3年

次)，メキシコ国オアハカ村落林業振興計画調査

（第3年次)，ガーナ国移行帯地域森林保全管理計

画調査(第2年次)，ベナン国北部保存林森林管理

計画調査（第1年次)。

②無償資金協力（国際協力事業団）：セネガル共和

国第3次苗木育成場整備計画基本設計調査。セネ

ガル共和国第3次苗木育成場整備計画詳細設計及

び施工監理業務。

③有償資金協力（海外経済協力基金)：メキシコ渓

谷総合植林計画調査。

④補助事業（林野庁）：熱帯林管理情報システム整

備事業，熱帯林災害復旧技術確立調査事業，シベ

リア・極東地域森林・林業協力指針策定調査事業。

⑤技術者派遣等：技術者派遣（フィリピン国他11

カ国)，専門家等派遣（ボリビア国他3カ国)。

(10）図書出版等

『森林の環境100不思議』(日本林業技術協会編/会員

配布図書)，『オオタカの営巣地における森林施業一生

息環境の管理と間伐等における対応一』（前橋営林局

編)，『開発は誰のために一援助の社会学･人類学一』

(マイケル．M・チェルネア編／“開発援助と人類学”

勉強会訳),｢THEFORESTSOFJAPAN｣(JO

林野関係の空中写真について，林野庁との基本契約

に基づき，その作製・頒布を行った。

ポジフイルム（11,650枚)，密着写真(27,112枚)，

引伸写真（60,269枚)，その他（20,505枚)。

（7）航測検査

森林計画関係の空中写真測鐘成果については，統一

した精度の確保と技術向上のため，林野庁が指定する

機関の精度分析を行うことになっており，本会はその

指定を受け，次のとおり航測成果の梢度分析を行った。

空中写真撮影精度分析(3,755,400ha),正射写典図

作製精度分析(173,286ha)｡

（8）調査事業

林野庁等の諸官庁，公団，地方公共団体，民間企業

等からの発注を受け，合計157件の調査を実施した。

調査内容は，動植物を含む森林環境の保全方策に関す

る調査が比較的多くなっている傾向にある。主要項目

を挙げると次のとおりである。

森林調査・森林施業（41件)，治山・林道調査（53

件)，森林地域での環境アセスメント調査,国有林野森

林施業影響調査等(40件)，動植物保護のための森林管

理に関する調査（18件)，その他（5件)。

（9）国際協力事業

①開発調査等（国際協力事業団）：ラオス陸Iヴァン
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定款の一部改正（別表6）
｢農林水産大臣の所管に属する公益法人の取扱方針について」（昭和47年5月23日付け47総第354

号農林事務次官依命通達）に基づく定款等改正の留意点に基づき，所要の改正を行った。
SASSE著),『改訂細仮｡枝打

ちの手引』（藤森隆郎監修)，

森林航測(Ntll85～187)・林

業手帳・林業ノート，各種パ

ンフレットなどを製作した。

(11）『新・林業百科事典（仮

称)』の刊行準備

近年における森林・林業問

題の国際化，森林環境機能の

重視，関連科学技術の発展

等々の動向を踏まえ，既刊の

『林業百科事典』の抜本的な改

訂を行うため，前年度に概定

した刊行計画に基づき，原稿

の執筆を行うとともに，執筆

原稿について，各分野主査，

編集委員会，副委員長による

査読，修正を行い，出版原稿

の整理作業を行った。

(12)調査機材等の製作・販売

空中写真実体鏡，ブルーメ

ライス，生長錐，点格子板等

の測定機器類，空中写真保管

庫，ナンバーテープ，標識テ

ープ，ビデオテープなどの販

売を行った。

3．資産管理その他

関東森林管理局東京分局

東京神奈川森林管理署管内

泉国有林の分収造林および

九州森林管理局熊本森林管

理署管内阿蘇深葉国有林内

の分収造林地の管理を行っ

た。

4．収支決算報告

別表1～4のとおり。

5．監査報告

監事山口夏郎・小沼順一

社団法人日本林業技術協会

の平成10年4月1日から平

成11年3月31日までの第

51期の損益計算書,貸借対照

表および財産目録について監

査し，次のとおり報告します。

現行 改正

第3章会員

第5条～第7条（略）

第8条会員は左に掲げる理由によってその

資格を失う

1死亡

2本会の解散

3退会

4除名

第3章会員

第5条～第7条（略）

第8条会員は左に掲げる理由によってその

資格を失う

1死亡

2本会の解散

3退会

4除名

その場合に於いて既に納入した会費は返還し

ない

第9条会員で本定款に違反し又は本会の名

誉を損ずる行為のあった者は理事会の決議を

経て除名することができる但しこの場合そ

第9条会員で本定款に違反し又は本会の名

誉を損ずる行為があった者は理事会の決議を

経て除名する事ができる

の会員に対し決議する前に弁明の機会を与え

なければならない

第11条（略） 第11条（略）

(新設）

第11条の2理事のうち同一親族(3親等以

内の親族及びこの者と特別な関係|こある者を

いう）又は特定の企業の関係者である理事の

占める割合はそれぞれ理事現在数の3分の1

を超えてはならない

第12条（略）

第13条役員の任期は満2カ年とする但

し重任を妨げない役員は任期満了後に於て

も後任者が就任するまではその職務を行うも

のとする

補欠選挙により就任した役員は前任者の任期

を継承する

第12条（略）

第13条役員の任期は満2カ年とする但

し重任を妨げない役員は辞任又は任期満了

後に於ても後任者が就任するまではその職務

を行うものとする

補欠又は増員により就任した役員は前任者の

任期を継承し又は現任者の残任期間とする

(新設）

第13条の2役員で心身の故障のため職務

の執行に堪えないと認められる者又は職務上

の義務違反その他役員としてふさわしくない

行為があった者は総会において出席しだ会員

の3分の2以上の決議を経て解任することが

できる但しこの場合その役員に対し決議す

る前に弁明の機会を与えなければならない

(新設）

第13条の3役員は無給とする但し常勤

の役員は有給とすることができる

役員には費用を弁償することができる

その場合に於いて必要な事項は理事会の決議

を経て理事長が別に定める

第13条の2（略） 第14条（条項移動）

第14条 Ｊ
Ｊ
議
晦

蝿
略
会
く

第14条の2（条項移動）
－

第15条

第5章

第16条

第15条

第5章

第16条

(略）

会議

(略）

⑭－林業技術No.6871999.6



現行

第17条総会は毎年1回定期に理事長がこ

れを招集する

2項～5項（略）

第18条～第19条（略）

第20条理事会は会務遂行上必要ある場合

又は理事3分の1以上から請求があるとき理

事長がこれを招集する

第21条理事会は理事半数以上出席しない

ときは決議をなすことができない但し在京

の理事半数以'一出席したとき又は同一事項に

ついて壷に理事会を招集しだときは出席者数

に拘らず決議をなすことができる

第22条（略）

第7章資産及び会計

第26条～第29条（略）

附則

第30条（略）

改正

第17条総会は毎年1回以上定期に理事長

がこれを招集する

2項～5項（略）

第18条～第19条（略）

第20条理事会は会務遂行上必要ある場合

又は理事3分の1以上から請求があるとき若

しくは監事から請求があったとき理事長がこ

れを招集する

第21条理事会は理事半数以上出席しない

ときは決議をなすことができない

第22条（略）

第7章資産及び会計

第26条～第29条（略）

(新設）

第30条本会が資金の借入をしようとする

ときはその会計年度の収入をもって償還する

短期借入金を除き総会の決議を経て農林水産

大臣の承認を得なければならない

(新設）

第31条本会の事業計画及び収支予算は理

事長が作成し理事会の承認を得だ後毎会計年

度開始前に総会の決議を得なければならない

但しやむを得ない理由により収支予算が成立

しないときは理事長は理事会の決議を経て予

算成立の日まで前会計年度の予算に準じて暫

定予算を編成し収入支出をすることができる

その場合の収入更出は新たに成立した予算の

収入支出と見なす

(新設）

第8章解散

(新設）

第32条本会が解散するにあたっては農林

水産大臣の許可を受けなければならない

(新設）

第33条本会が解散した場合の残余財産の

処分については農林水産大臣の許可を受けな

ければならない

(新設）

第9章雑則

第34条（条項移動）

附則

(新設）

この定款の変更は農林水産大臣の認可のあっ

だ日（平成11年月巳）から施行する

’

る事実はないものと認め

る。

以上,平成10年度事業

報告ならびに収支決算報

告が承認された。

⑬難蘇壼
支予算

1事業の方針

近時，森林の多面的な機能

の高度発揮に対する要請は，

国内的にも国際的にも一段と

高くなってきており，これら

の要請に的確にこたえうるよ

う林業技術者に寄せられてい

る期待もまたかつてなく大き

いものがある。

このため平成11年度にお

いては，永年にわたり蓄積し

てきた協会の技術力を基礎に

会員の期待にこたえた活動が

行えるよう技術の開発・改良，

普及に係る諸事業の充実を図

るとともに，その財源の確保

を図るため各種事業の積極的

推進に努めることとし，次の

事項に重点を置いて事業を実

施する。

○協会の設立基盤である会

員の増加を図るため，支

部との連携を密にした組

織活動，広報活動および

各地方事務所を拠点とし

た地域活動を強化する。

○引き続き実施する各種技

術コンテスト，学術研究

奨励金助成事業の適切な

運営に加え，昨年度開設

(1)損益計算書，貸借対照表および財産目録は，一

般に公正妥当と認められる会計基準および定款に

従い，法人の損益および財産の状況を正しく示し

ているものと認める。

(2)理事の業務執行に関し法令および定款に違反す

した日林協ホームページの林業技術情報の充実に

努める。

○協会創立80周年記念事業として平成13年度に刊

行する了新･林業百科事典（仮称)』の編纂を引き

続き確実に進める。
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○林業技術の多様化，高度化に即応するため，職員

研修の拡充等により資質の向上に努め，技術指導，

調査・研究等の業務体制を強化し，技術の開発・

改良を推進する。

○業務運営を取り巻く厳しい環境を踏まえ，業務の

合理的・効率的な実施体制の強化，間接諸経費の

一層の節減，新規事業分野の開拓等に努める。

2．業務計画

（1）組織活動の強化

（2）技術開発の奨励

（3）技術指導の強化

（4）林業技術の開発，改良

（5）航測事業の推進

（6）調査，コンサルタント事業の推進

（7）海外への技術協力の積極的推進

（8）図書出版，ビデオ等の製作，調査機材等の製作

（9）『新・林業百科事典(仮称)』の刊行準備

3．資産管理，その他

本会が契約している前記分収造林地について保護

管理を行う。

4．収支予算別表5のとおり。

以上,平成11年度事業計画および収支予算が承認

された。

、平成''年度借入金の限度額
平成11年度の借入金の限度額は,4億5000万円

とすることが承認された。

⑳定款の一部改正
「農林水産大臣の所管に属する公益法人の取扱方

針について」に基づく定款等改正の留意点に基づい

て，別表6の改正を行うことが承認された。

⑰辞任役員に伴う後任人事等
三澤理事長退任にあたり，新理事長に弘中義夫氏

が就任することが承認された。

併せて三澤理事長の常勤顧問への就任ならびに鈴

木宏治理事の常務理事への就任が承認された。

■
一

好
奇
一
一

基

、画き

総会での三澤理鞭長(左)と弘中次期理那艮(右）

⑳その他
会員確保対策を求める意見があった。

驚繍雪:態學腎亘_…､脇|ﾘ会!‐|の|｜う||!|ごilき’
『｢

砕口

5/21,於本会，炭やきの会副会
長・杉浦銀治氏を講師として「炭

は生きている」と題する講演およ

び質疑を行った。
◎新理事長に弘中義夫氏が就任

5/26開催された本会第54回通
常総会において,三澤毅理事長が

本年5月31日付をもって退任し、

同6月1日付をもって新たに弘中
義夫氏（前・農林漁業信用基金理

事，元・林野庁指導部長）が本会

第10代理事長に就任することと

なった。なお，同日付にて三澤毅

氏が常勤顧問へならびに鈴木宏治

理事が常務理事へ就任することと
なった。

◎平成11年度第1回理事会

5/18,本年度第1回理事会を本

会会議室において開催し，理事35

名(委任状出席を含む),監事2名，
顧問4名および林野庁からの出席

を得て,主として第54回通常総会
提出議案および辞任役員の後任選

出等議案について審議した。
◎海外出張(派遣）

5/23～6/12，松本課長代理，セ

ネガル苗畑施工監理，同国。
5/26～7/10，小原部長，野仲技
師，吉岡主任研究員，ベナン国調

査，同国。
◎研修

5/11～14および5/18～21,平成
11年度新任者研修を下記科目に

ついて実施した。「空中写真判読」
および「森林土壌・植生｣。
◎番町クラブ例会

林業技術第687号平成11年6月10日発行

編集発行人弘中義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。
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FAXO3(3268)5261
図書お申込害 小社の「出版案内」を

無料でお届けしており

ます。必要な方はご一

報ください。

ご注文をいただき次第、
必要書類とともに発送
いたします。

ホームベージ

co.jp/ringyo/
インターネット
http://www.wood

画/橋本陽子罧業自書舟

よみがえれ／
カーリーンの森
森林の大切さや自然との共生のあ
り方をコミカルに描い
た好評番!450円 部

日本林業調査会編

諸外国の森林･林業
一持続的な森林管理に向けた世界の取り組み一
世界の森林政策を、最新の現地調査とデータをもとに分析、
21世紀への指針を提示1

A5判400頁3,000円

藤森隆郎・石井信夫・由井正敏ほか編著

立
口M

日本林業調査会編

森林ボランティア

の風婆羅鰕-ク
全国の市民活動の現状を最新の取材
とともに紹介した初め

部ての1冊11,500円

森林における
野生生物の保護管理
野生生物の生態と森林のかかわり、適切な施業方法を具体的に
示した待望の書！

B5|判300頁3,500円
立
口I

日本林業調査会編 渓畔林研究会編

国有林野事業の抜本的改革 水辺林の保全と
再生に向けて一開かれた「国民の森林」をめざして一

審識経過や改革関連法、管理経営基本計画の解説など、戦後
最大の改革の全貌が1冊に！

A5判400頁3,500円

日本林業調査会編

豊かな生態系の保全に向けて、
国国有林の水辺管理指
針を初邦訳o2,500円

米
立
ロ

立
口‘ I

国際林業協力研究会編

持続可能な

森林経営に向けて
環境保全と森林経営の両立をめざ

鰯燃?噌誠閏部

森林｡林業データブック 1999年度版
豊富なデータをコンパクトにまとめたデータブック。好評増
刷の1998年版を全面的にリニューアルした、便利なポケット
サイズの最新改訂版！

B6変形判130頁1,200円
立
口I

編集協力/林野庁

森林・林業・
木材辞典

地球温暖化と森林｡木材
森林・木材と地球温暖化のかかわりをQ＆A方式でわかりや

幅広く活用できるロングセラー1
3,000語余を解説。英訳

部付き。7刷2,500円

すぐ解説。これからの森林づくり・木材利用を考えるうえで
必挑の1冊！

A5判270頁3,000円

おところ□□口一口口nn おなまえ

おでんわ

聯
森と木と人のつながりを考える〒162東京都新宿区

･0845市ケ谷本付町3-26
TELO3(3269)3911

FAXO3(3268)5261㈱日本林業調査会
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船越昭治/編著
A5判/368頁/本体価格2,800円(税別)/〒340

今fl，森林や山村への要請は実に多い。こうした現実に対応して，世界のそしてu本の
森林政策や山村対策は環境重視へと大きくシフトする一方，市町村森林整備計画制度の
充実やボランタリーな支援の方法など，21世紀に向けて持続可能な森林経営を実施すべ
く，その政策対象と手法は今日大きく転換しつつある。当然，森林の経済学的位置づけ
や理論的整理においても大転換がみられるわけだｶず，森林への要請が多面的であるが故
にこれまでは体系的著作を得られずにきた。本書は，新たな森林政策学及び21世紀の林
業経済学・山村論のいわば知的フレームを示したものであり，関係者の待望の書である。
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南 洋材1’ 森林測量学洋 現代林学講義9新訂増補

東京農業大学教授西尾邦彦/著
A5判/136頁/本体2,800円(税別)/〒310

農学博士須藤彰司/著
A5判/556頁/本体4,500円(税別)/〒380

’ ’’木材の安定供給の確保に関する特別措置法の解説21世紀を展望した森林･林業の長期ビジョン
一持続可能な森林経営の推進一

！木材安定供給法制度研究会/編
A5判/362頁/本体4,200円(税別)/〒340

森林基本計画研究会/編
A5判/440頁(ｶﾗー 口絵8頁)/本体3,900円(税別ll〒340

応用山地水文学’ ’
索鯉騨灘拶､鵬潤鰐羅
A5判/240頁/本体2,913円(税別)/〒310

静岡大学農学部教授陶山正憲/著
A5判/250頁/本体3,200円(税別)/〒310
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一 一 一

一

野生動物との共存 実用新案登録済
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食害完全防止
経済効果バツクンノ スギ・ヒノキ、

広葉樹等植栽木

の成長を驚異的

に促進

、

★下刈り!経減

★根曲がり防止

★裾枝払い不要

★植栽本数の減少

★小苗の槌維可能

☆無節の元玉

★誤伐防I上

専用の支柱及び当社開発の固定用タイ

ラップを使用しますと怖単にヘキサチ

ューブを設置できます。L

他撫臆認臆溌
営業部瓶郁
〒613.伽剖京都府久世脇久御山町佐山西ノロ10-1R木フγミリーピル31

TELO77hl.46S1351(代)MXO774l-48-1005
営莱部泉佐野
〒598．“22大版I"泉佐野市土丸1912

TW』0724-船.()7761執XO724-67-1724
ミニ温室効果による成長促進
写典は植栽後3年目のスギ（チューブの長さ1.4m)

l
L

治山・砂防工法特論雷
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測る
あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同1時測定できる外部出力付の

タマヤス－バーブラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け 検査済み±0.1%の高精度

1J蝿はスーパーブラニクスβの隙i仙役イブ

スーパーブラニクスβは､工場出荷II$に厳格な検査を施して

いますのでわずらわしい誤差修I12などの作業なしでごII#入

されたときからすぐ±0.1%の商粘度でご使用になれます。
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β

使いやすさとコストを
’ ’コンビュタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム、キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ペーﾀ）

や外部出力付今
標準タイプ･･…

プリンタタイフ

¥160000

￥192．000

（
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タ
）
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場
。

’ |，測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

〆 、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長、線長

而積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出
力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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靭環境知っていますか?大いなる出会いの
忠聡国
識･＝ 不思議を1大気と大地の接触面に森

豊灘蕊購蝶鯆瀬躍

森

森
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種
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認
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（
毎
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十
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発
行
）

発

篭霧’

|§'榊雲纈醗懸繍駕縫
L…憾森の妖精「きのこ｣とはいったい？

森の木の100不思議木の1沙澳認
！I

､'@Z個蒜嶋謙
日本林業技術協会編集1996年発行

本体1,165円十税，四六判，217頁

知っていますか？ナンジャモンジャ

の木の正体を1奇想天外という名の

木もある文字どおり不思議に満ちた樹

木のあれこれ。彼らのしたたかな悪ら
しぶりをのぞいてみると･･･

Ｌ
二
Ｋ
」

林
業
技
術

窪認
木の100不思議

日本林業技術協会編集1995年発行

本体1165円十税，四六判，217頁

知っていますか？自然にやさしく孫

らしに役立つ身近にある木材の豊かな

世界を！森の巾で自然環境を保って

きた木は木材となって役に立ち，土に
かえって何度も生まれかわります。

'森の動物の100不思議
mIOIO

森鐸謝

s鴇駕蕊蝋艫、
1994年発行

のさまざまな幕らしぶりを！かたや
竺↑
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熱帯林の100不思議．R…

野
PP

鰯鰯 日本林業技術協会編集1993年発行

本体1Ⅷ165円十税，四六判，217頁

知っていますか？11t界の森林が熱帯

林を中心に減少し続けている聯実を1

種の多様性とは？巨大な炭素の蓄積

ってどういうこと？椛造や相互関係

日本林業技術協会編集1992年発行

本体1，165円十税，四六判，219頁

知っていますか？もの言わぬはずの

木や草がひそかにささやきあっている

恥実を！広大な森林を椛成する多種

多様な樹草。森の不思識に触れ森を歩
く，「続・森へのいざない｣。
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の複雑さとは？

蝿珊｜森の虫の100不思議 ’士の100不思議
日本林業技術協会編集1991年発行

本体1{165円十税，四六判，217頁

知っていますか？自然界の中での虫

の役割を！ほかの動物や気候風土な
どをも含めた複雑なシステムの下で栄

枯盛衰を繰り返す，森林と昆虫の不思
議な関係…

日本林業技術協会編集1990年発行

本体1,000円十税，四六判,217頁

知っていますか？私たちの生活を豊

かにする驚くべき土の働きを1植物

とのかかわりや，土の中で起こってい

ることなど，土を取り巻くさまざまな

不思議の世界…

100
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〆城泌j中野秀章有光一萱森川靖共著

水の篝:"” 本体1,000円十税，四六判,176頁

灘識砺鰯蕊‘識’:!i州：

’森と水のサイエンス 森林の100不思議噂
胤

'記

日本林業技術協会編集1988年発行

本体981円十税，四六判．217頁

知っていますか？森と木の科学を！

ミクロの世界から地球規模の話まで，

あたりまえのこと，正しいと思ってい

たことの意外な恥実。森の不思議に触
れ森を歩く，元祖・森へのいざない。
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